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歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
主
に
積
立
金
、
普
通
建

設
事
業
費
な
ど
が
増
加
し
、
前
年
度

に
比
べ
４
億
１
，９
０
２
万
９
千
円
（
９・

５
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

　

主
に
職
員
に
係
る
給
料
な
ど
の
減

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
２
，
９
４
２

万
６
千
円（
３・７
％
）減
少
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

近
年
の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
り
地

方
債
現
在
高
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

繰
上
償
還
額
を
除
く
と
、
前
年
度
に

比
べ
５
，
７
６
１
万
円
（
10
・
１
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
積
立
金
】

　

地
域
振
興
基
金
、
減
債
基
金
な
ど

へ
の
積
立
金
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
３
億
７
，８
３
９
万
３
千
円
（
１
４
２・

５
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

　

普
通
建
設
事
業
費
の
補
助
事
業
費

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
単
独
事
業
費

に
お
い
て
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
移
転

改
修
事
業
、
図
書
館
移
転
改
修
事

業
な
ど
の
工
事
に
よ
り
増
加
し
た
た

め
、
全
体
と
し
て
６
，
５
１
５
万
６
千

円
（
９
・
７
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

 

普
通
会
計
の
決
算
状
況 

　

普
通
会
計
（
自
治
体
間
の
財
政
比

較
の
た
め
、
統
計
上
統
一
的
に
用
い
ら

れ
る
会
計
区
分
。
筑
北
村
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
が
含
ま
れ

ま
す
。）
で
は
、
歳
入
総
額
49
億
９
，

６
５
３
万
８
千
円
に
対
し
、
歳
出
総

額
48
億
２
，
４
９
７
万
３
千
円
で
、
翌

年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た

実
質
収
支
は
、
１
億
３
５
８
万
３
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
主
に
国
庫
支
出
金
、
地

方
債
な
ど
が
増
加
し
、
前
年
度
に
比

べ
３
億
８
，
１
９
１
万
７
千
円
（
８
・

３
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
村
税
】

　

主
に
村
民
税
（
個
人
）
及
び
固
定

資
産
税
の
減
収
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
１
，２
３
２
万
９
千
円
（
３・０
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
が
増
加
（
特
別
交
付

税
は
減
少
）
し
、
前
年
度
に
比
べ
３
，

１
９
６
万
７
千
円
（
１
・
２
％
）
増
加

し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

　

地
域
活
性
化
交
付
金
、
低
所
得
高

齢
者
向
け
給
付
金
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
な
ど
に
よ
る
補
助
事
業

の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
５
，
２

６
７
万
７
千
円
（
17
・
７
％
）
増
加

し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
】

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
寄
附
金
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
，
４

９
８
万
７
千
円
（
４
６
２
・
３
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

合
併
特
例
債
及
び
過
疎
対
策
事
業
債

の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
２

億
５
，
５
５
９
万
６
千
円
（
50
・
５
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

村税
3億9,604万5千円
（7.9％）

依存財源
41億3,045万8千円
（82.7％）

自主財源
8億6,608万円
（17.3％）

(　)内構成比

歳入総額　49億9,653万8千円
《歳入の内訳》

分担金・負担金
3,243万5千円
（0.7％）

使用料・手数料
1億678万9千円
（2.1％）

繰入金
742万9千円
（0.1％）

地方債
7億6,125万7千円
（15.3％）

県支出金
2億4,676万8千円
（4.9％）

国庫支出金
3億4,970万9千円
（7.0％）

その他交付金等
1億563万3千円
（2.1％）

繰越金
2億867万7千円
（4.2％）

財産収入・寄附金・諸収入
1億1,470万5千円
（2.3％）

地方譲与税
5,615万1千円
（1.1％）

地方交付税
26億1,094万円
（52.3％）

人件費
7億7,667万7千円
（16.1％）
扶助費
3億6,180万3千円
（7.5％）

繰出金
6億427万8千円
（12.5％）

投資・出資・貸付金
222万4千円
（0.0％）

積立金
6億4,385万3千円
（13.4％）

維持補修費
5,048万8千円
（1.1％）

物件費
7億2,786万8千円
（15.1％）

災害復旧事業費
216万1千円
（0.0％）

公債費
5億1,279万円
（10.6％）
普通建設事業費
7億3,596万3千円
（15.3％）

投資的経費
7億3,812万4千円
（15.3％）

その他の経費
24億3,557万9千円
（50.5％）

(　)内構成比

義務的経費
16億5,127万円
（34.2％）

補助費
4億686万8千円
（8.4％）

歳出総額　48億2,497万3千円
《歳出の内訳》（性質別）

平
成
27
年
度
決
算
の
状
況 

平
成
27
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

平成27年度の主な事業（目的別の内訳）
総務費

（14億2,460万8千円）

・合併10周年記念事業
・本城庁舎改修事業
・空き家活用等事業

商工費
（8,703万7千円）

・地域振興券販売事業
・住宅リフォーム等補助事業
・差切峡安全管理事業

民生費
（9億7,409万6千円）

・結婚推進事業
・地域支援事業（介護予防）
・社会就労センター建設事業
・臨時福祉、子育て世帯給付金
・巡回子ども保育・教育相談事業

土木費
（3億5,407万5千円）

・スマートIC整備構想検討業務
・村道宮ノ前線、向原線、学校線、漸々
長楽線、松場永井中村線、乱橋町裏線
改良事業
・道路定期点検（橋梁）業務
・橋梁修繕事業

衛生費
（4億1,823万6千円）

・各種検診、予防接種等
・太陽光発電設置補助事業
・可燃、不燃、資源物等処理費

消防費
（1億4,327万7千円）

・備蓄品の更新事業
・防災行政無線設備更新事業
・地域防災計画見直し事業

農林水産業費
（2億9,563万7千円）

・薬草による村おこし事業
・鳥獣被害防止総合対策事業
・水路改修事業
・松林健全化推進事業

教育費
（5億4,687万6千円）

・日本ウェルネス高校開校助成
・筑北小学校暖房設備改修事業
・図書館建設事業
・特定地区公園整備事業

議会費（6,618万円）　災害復旧費（216万1千円）　公債費（5億1,279万円）
合計48億2,497万3千円
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特
別
会
計
の
決
算
状
況 

　

特
別
会
計
で
は
、
全
会
計
に
お
い

て
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
主
な
支

出
内
容
は
、
と
く
ら
温
泉
施
設
で
は
、

指
定
管
理
料
の
他
、
浴
室
修
繕
工
事

な
ど
、
冠
着
温
泉
施
設
で
は
、
指
定

管
理
料
の
他
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修
繕

工
事
や
客
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
な

ど
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
簡
水
施

設
統
合
認
可
業
務
や
乱
橋
簡
水
施
設

基
幹
改
良
事
業
な
ど
、
集
落
排
水
事

業
で
は
、
資
産
台
帳
作
成
業
務
や
東

条
処
理
施
設
の
機
能
強
化
事
業
に
係

る
防
水
防
食
工
事
な
ど
、
合
併
浄
化

槽
事
業
で
は
、
合
併
浄
化
槽
５
基
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
全
体
で
６
億
２
，
５
９
５

万
円
（
バ
ス
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
２
，１
６
７
万
２
千
円
を
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。

住民 1 人当たり135 万 4 千円で、前年度に比べ 5 万 6 千円増加しました。
地方債（借金）残高の状況

住民 1 人当たり76 万 1 千円で、前年度に比べ 14 万 6 千円増加しました。
基金（貯金）残高の状況

筑 北 村 の 財 政 指 標
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成 27 年度決算の健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

≪健全化判断比率の状況≫
指　標　名 H27 H26 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤 字 比 率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計の赤字の割合を示す指標。
赤字がありませんので数値が入りま
せん。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.00％ 30.00％

特別会計も含めた全ての会計の赤字
の割合を示す指標。全会計で赤字が
ありませんので数値が入りません。

実 質 公 債
費 比 率 6.7％ 8.0％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じ
る経費の財政に対する負担の程度を
示す指標。近年の繰上償還により地
方債現在高が減少していることや元
利償還金が減少傾向にあることなど
から、対前年度比で 1.3％減少とな
りました。

将 来 負 担
比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に
支出が見込まれる経費の財政規模に
占める割合を示す指標。前年度と同
様に、将来負担額に対して充当可能
な財源等が上回る結果となり、数値
なしとなりました。

≪資金不足比率の状況≫
　この指標は、公営企業会計（全部で7会計）の資金不足の状況を示すものですが、資金不足を生
じている会計はありませんでした。　※全会計「数値なし」

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民1人当たり
財 政 調 整 基 金 25億374万5千円 51万6千円
減 債 基 金 5億7,840万9千円 11万9千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万円 3万3千円
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 900万円 2千円
ふ る さ と づ く り 基 金 1,789万4千円 4千円
地 域 振 興 基 金 3億5,678万1千円 7万4千円
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 6,020万8千円 1万2千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 176万円 0千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82万円 0千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 413万5千円 1千円
合 計 36億9,185万2千円 76万1千円

※住民1人当たりの金額は、平成27年度末の住基人口（4,853人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 8億3,960万7千円 8億3,487万円 473万7千円 473万7千円

国民健康保険診療所 6,188万9千円 5,715万7千円 473万2千円 473万2千円

後 期 高 齢 者 医 療 6,088万6千円 6,040万4千円 48万2千円 48万2千円

介 護 保 険 7億4,529万1千円 7億2,535万8千円 1,993万3千円 1,993万3千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 525万9千円 525万円 9千円 9千円

と く ら 温 泉 施 設 1,108万2千円 1,082万3千円 25万9千円 25万9千円

差 切 峡 温 泉 施 設 3,069万9千円 2,767万3千円 302万6千円 302万6千円

冠 着 温 泉 施 設 3,375万2千円 3,350万8千円 24万4千円 24万4千円

簡 易 水 道 事 業 2億4,959万4千円 2億3,654万4千円 1,305万円 1,086万4千円 218万6千円

集 落 排 水 事 業 1億7,877万4千円 1億7,717万8千円 159万6千円 159万6千円

合 併 浄 化 槽 事 業 7,157万1千円 7,052万9千円 104万2千円 104万2千円

合　　　　　　計 22億8,840万4千円 22億3,929万4千円 4,911万円 1,086万4千円 3,824万6千円

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民 1 人当たり

一 般 会 計 41億9,236万3千円 86万4千円

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 43万6千円 0千円

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 441万7千円 1千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 10億337万1千円 20万7千円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 10億3,435万5千円 21万3千円

合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3億3,360万3千円 6万9千円

合 計 65億6,854万5千円 135万4千円

※住民1人当たりの金額は、平成27年度末の住基人口（4,853人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
ち
く
ほ
く
の
ひ
と
】

今
年
度
か
ら
開
設
し
た
新
し
い
観

光
情
報
サ
イ
ト
「
ほ
く
ほ
く
、
ち
く

ほ
く
。
筑
北
村
お
で
か
け
ガ
イ
ド
」

は
ご
覧
頂
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
サ
イ
ト
で
は
観
光
情
報
だ
け

で
な
く
、
村
の
方
に
も
定
期
的
に
ア

ク
セ
ス
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
い
つ

も
新
し
い
情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。「
て
く
て
く
ブ
ロ

グ
」
で
は
朝
さ
ん
ぽ
の
報
告
や
、日
々

の
村
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。「
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
」
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
村
内
で
行
わ
れ
る
行
事
の
情

報
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
情

報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
れ
ば
村
内
の

イ
ベ
ン
ト
を
誰
で
も
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

「
ち
く
ほ
く
の
ひ
と
」
の
ペ
ー
ジ
で

は
、
村
内
在
住
の
方
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
現
在
４
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
方

の
中
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
推

一
方
、
夏
秋
い
ち
ご
で
は
、
９
月

下
旬
か
ら
２
回
目
の
収
穫
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
毎
朝
の
収
穫
作
業
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
こ
ま
め
に
入
っ

た
株
管
理
の
賜
物
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
手
前
味
噌
で
す
が
（
笑
）

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
過
日
お
こ

な
わ
れ
た
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
in
坂
井
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
同
じ
チ
ー
ム
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
チ
ー
ム
の
方
と
も
交
流
を
深
め

ら
れ
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
が
心
残
り

で
す
。

 

産
業
課　

埋
橋
佳
佑

【
豪
華
料
理
に
舌
鼓
】

秋
雨
前
線
と
台
風
が
過
ぎ
去
る

と
と
も
に
、
秋
の
風
を
連
れ
て
き
ま

し
た
。
朝
晩
の
愛
犬
の
散
歩
を
し
て

い
る
と
、
冷
た
い
空
気
に
触
れ
た
り

山
々
の
色
づ
き
始
め
を
目
に
し
た
り

し
な
が
ら
、
な
ん
だ
か
身
も
心
も
引

き
締
ま
る
季
節
だ
な
ぁ
と
、
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。
筑
北
で
迎
え
る
初
め

て
の
冬
に
備
え
、
実
家
か
ら
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
引
っ
張
り
出
し
て
き

ま
し
た
。

少
し
前
で
す
が
、
過
日
、
ホ
テ

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
人
口
を

増
や
し
た
い
！

筑
北
村
に
来
て
、
い
く
つ
も
の
空

き
家
を
見
て
き
ま
し
た
。
人
の
住
ま

な
い
空
き
家
は
想
像
以
上
に
朽
ち
て

い
き
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
に
あ
た
り
判
明
し
た
シ
ロ
ア
リ
被

害
で
駆
除
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
例
や
、
老
朽
化
が
進
み
不
動
産
業

者
に
取
り
扱
え
な
い
と
言
わ
れ
、
登

録
を
お
断
り
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

空
き
家
に
な
っ
た
期
間
が
長
く
な
る

ほ
ど
、
修
繕
費
用
は
増
え
て
い
き
ま

す
し
、
家
の
状
態
に
よ
っ
て
は
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
に
、
国
は
空
き
家
の
持

ち
主
の
責
任
と
義
務
を
明
確
に
す
る

法
律
を
定
め
ま
し
た
。
管
理
責
任
は

所
有
者
だ
け
で
な
く
、
相
続
人
に
も

責
任
が
及
び
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
ご
事
情
が
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
人
に
住
ん
で
も

ら
う
選
択
は
、
所
有
者
に
と
っ
て
も

家
に
と
っ
て
も
有
効
で
す
。
筑
北
村

に
関
心
を
持
ち
、
移
住
を
考
え
て
い

る
人
た
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、
今

一
度
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

 

企
画
財
政
課　

飯
田
智
子

薦
し
た
い
人
、
立
候
補
し
た
い
方
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
！
移
住
さ
れ

た
方
、
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
、
ど

な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
年
齢
性
別
も

問
い
ま
せ
ん
。
記
事
は
プ
ロ
の
ラ
イ

タ
ー
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
毎
回
、

素
敵
な
文
章
が
好
評
で
す
。
写
真
も

観
光
サ
イ
ト
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
素
敵
に
撮
っ
て
く
れ
ま
す
。

記
念
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
（
笑
）

 

企
画
財
政
課　

大
場
鈴
子

【
空
き
家
バ
ン
ク
の
状
況
】

　

今
月
は
、
私
が
担
当
し
て
い
る
空

き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
こ
の
４
月
か
ら
の
半
年
間
で
35

組
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
、
実
際
に
村
へ
来
て
見
学
さ

れ
た
方
は
23
組
。
平
均
す
る
と
お
お

よ
そ
月
６
件
の
問
い
合
わ
せ
、
月
４

件
の
見
学
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
現
在
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
物
件
は
、
賃
貸
２
件
売
買

６
件
の
８
件
だ
け
で
す
。
せ
っ
か
く

問
い
合
わ
せ
や
見
学
に
来
ら
れ
て
も

紹
介
で
き
る
物
件
が
少
な
く
て
、
村

の
人
口
を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し

て
い
る
状
況
で
す
。
と
て
も
歯
が
ゆ

い
で
す
。
毎
年
約
1
０
０
人
の
住
民

が
減
少
し
続
け
る
現
状
。
村
の
宝
で

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
開
催
さ
れ

た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
会
」
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
立
食
形
式
の

パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。
豪
華
な
料
理

と
お
酒
を
前
に
、
一
緒
に
参
加
し
た

ボ
ビ
ー
（
埋
橋
隊
員
）
も
坂
井
在
住

の
若
手
農
家
の
小
松
く
ん
も
目
が
点

で
し
た
。
フ
ォ
ア
グ
ラ
、
信
州
牛
の

ス
テ
ー
キ
、
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
。

普
段
の
私
た
ち
に
は
縁
の
な
い
料
理

と
場
の
雰
囲
気
。
緊
張
し
な
が
ら
も

美
味
し
く
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
で
、
な
ん
と

偶
然
に
も
前
の
職
場
の
同
僚
に
再
会

し
ま
し
た
。
元
同
僚
も
転
職
し
、
某

企
業
の
営
業
担
当
と
し
て
長
野
県
に

赴
任
し
た
そ
う
で
す
。
再
会
を
祝
っ

て
の
美
味
し
い
お
酒
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

産
業
課　

鈴
木
健
二

【
冬
い
ち
ご
の
収
穫
に
向
け
て
】

坂
井
い
ち
ご
園
で
は
、
冬
い
ち

ご
を
定
植
し
て
二
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
定
植
し
た
直
後
は
、弱
々
し
か
っ

た
苗
た
ち
も
少
し
ず
つ
大
き
く
成
長

し
て
い
ま
す
。特
に
、と
ち
お
と
め
は
、

う
ど
ん
こ
病
な
ど
に
か
か
っ
て
し
ま

い
、
気
の
抜
け
な
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
し
た
が
、
葉
か
き
を
行
っ
た
り

消
毒
を
し
た
り
し
て
健
康
な
苗
に

育
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、現
在
の
坂
井
い
ち
ご
園
は
、

い
ち
ご
狩
り
や
収
穫
の
準
備
と
し
て
、

ハ
ウ
ス
廻
り
の
修
繕
や
お
客
様
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
作
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

い
ち
ご
狩
り
専
用
の
ハ
ウ
ス
を
一
棟

準
備
し
た
の
で
、
昨
年
に
比
べ
よ
り

多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、
い
く

つ
か
の
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
い
る

の
で
、
今
後
の
い
ち
ご
園
か
ら
の
お

知
ら
せ
に
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

「空き家等解体事業補助金」を活用してください
 空き家の管理は、所有者の方がしっかりと管理しなければなりません。
　　　
空き家のまま放置すると・・・・・
・倒壊や建築資材の飛散により通行車両や隣家に危害がおよぶ場合があります。
・草木の繁茂による景観の悪化や野生動物の棲家になり、周辺住民の皆さんに迷惑をかける

場合があります。
・放火による火事や不審者の侵入など犯罪の温床になる場合があります。

建物が原因で他人に損害を与えると・・・・・
　「民法」の規定により損害賠償責任を負う場合があります。
 

老朽化した「空き家等」を所有している場合は、一度ご相談ください。また、お知り合いの
方がこのような「空き家等」を所有している場合は、この補助金制度の情報提供をお願いします。

空き家に関するお問い合わせは、筑北村　企画財政課　空き家担当まで
T E L：0263-66-2111　　　　　F A X：0263-66-3370　
E-mal：kizai@vill.chikuhoku.lg.jp

＊＊＊空き家等解体事業補助金＊＊＊
　村では、老朽化が著しく倒壊のおそれがある空き家、衛生上有害となっている空き家等を
所有者の方が自ら解体する場合に、解体費用の 1/2（上限 50 万円）を補助しています。
※条件があります。
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介護保険通信 No.9
1．○介護保険は支え合い
　高齢者が介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けられるようにするために
は、地域での支え合いが大切です。元気な時には、支える側にまわり、介護が必要な状態になっ
た時には、支えてもらう側にまわる。お互いが支えて、支えられる環境を作りましょう。介護保
険では、「地域での支え合いの環境作づくりを進めています。高齢者の住みよい環境づくりにご
協力をお願いします。
2．輝きさん（村のお元気なお年寄りをご紹介します）

吉池さんは、坂井地域山崎生まれの山崎
育ち。26 歳から 30 年間、山から木材を切
り出す仕事をされていました。一日中山を
歩き回っていたお蔭で足腰が丈夫で、今で
も畑仕事をし、野菜は自給自足。坂井の直
売所にも、作った野菜を出しています。また、
何事にも研究熱心で、一時は「まむしの養殖」
に興味を持ち、5 年間取り組まれたそうで
す。今でも、野菜作り等の研究に余念が無く、
充実した日々を送られているそうです。

日常生活では、洗濯、掃除、食事の支度などの家事を自分でこなし、毎晩、朝鮮人参酒を「おちょ
こ1 杯」飲むのが楽しみです。お酒も実際にはもっと飲めるそうですが、それ以上飲むと「お勝手仕
事ができなくなると、自分で決めた量以上は決して飲まないという徹底ぶりです。

90歳の現在も健康そのもので、医者に一切かかっていません。そんな吉池さんにお話を伺いました。
①　好きな食べ物は何ですか？
　　お肉（焼いたり、煮たりして食べている）。戦後の食糧難の時は、猟をやって、鳥や獣を食べた。
②　元気な秘訣は何ですか？　
　　大好きなお肉を食べること。
　　何事に取り組む時も研究心を持ち、毎日を楽しく過ごすこと。
③　今までの中で楽しかったことは何ですか？
　　旅行が好きで、日本全国歩いた。アジアにも旅行に行き、韓国旅行が一番印象に残っている。
　　（今でも時々お泊りで旅行に行くが、最高齢ということで、必ず乾杯を頼まれる。）
④　将来の夢は何ですか？
　　今の生活を続けていくこと。
息子さんのお嫁さんが週末にきて、掃除や夕食の支度をしてくれるのが有難い。とおっしゃって
いたのが印象的でした。次回の「輝きさん」は、本城地域を予定しています。

吉
よしいけ

池　通
みちよし

好さん
・坂井地域山崎在住
・大正15年8月20日　
生まれの90歳
・8年前に奥様をなく
され、一人暮らし。

自分のからだは自分で守ろう！！
～生活習慣病の予防に健診を受けましょう～

健康
ほっと
情報

血  糖　が高いとなぜ腎臓は傷んでくるのでしょうか？

腎臓は体内で最も血流が豊富な臓器で、毛細血管が集まっています。
この血管は、血管の壁も薄く、高血糖にさらされることで傷がつきます。

ところが  　                   

実は                             

すると              

２つの腎臓に
１分間に1リットル
血液が流れ込みます。

　素早く老廃物をろ過
するために、一定の圧
が必要です。
　さらに他の毛細血管
の４倍の圧が腎臓には
かかるので大変です。
　また、血管の壁は薄
くできていて、ろ過を
するには最適なのです
が、高い血圧には弱い
のです。

心臓より送られた血液
は、腎臓に休みなく流
れ込んできます。
腎臓は体にとって必要
なものは体に戻し、不
要なものは水に溶かし
て、おしっこに出して
いきます。

元気な腎臓があれ
ば、 食 べ た 物 を
しっかり処理出来
て正しいおしっこ
が出るんだ。

前号のおさらい

食べた物は普通、インスリンという
ホルモンによって、からだを作る材
料に変えられたり、エネルギーとして
使われるよう細胞に入ったり、使われ
ず残ったものは脂肪の倉庫に大事にし
まっておくなど、体にとって必要なと
ころに使われます。

７月号の腎臓をいたわる
ポイントを守ってくれな
いと、僕はいいおしっこ
を作る仕事がうまくでき
なくなるよ !!

おもいがけなくたくさんの糖が入ってきたり（食べ過ぎ）、インスリンの処

理がうまくできないことで、糖が細胞に入れないと、あまった糖（高血糖状

態）はインスリンがなくても入り込んでしまえる特別な細胞にはいって

いきます。

この特別な細胞は腎臓の中に存在し、糖が多くなると水を呼び込む性質に

よって細胞が水ぶくれになり、　　　細胞が死んでしまう。
腎臓の細胞が死んでしまうことで、おしっこが作られなくなる“腎不全”
に至ってしまうんです。

糸 球 体

尿 細 管

日時 平成28年11月30日（水） 13時30分～16時15分（12時15分受付開始）
会場 松本合同庁舎 講堂（2階） 松本市島立1020番地

第 1 部 「高齢者虐待の防止に向けて～高齢者の権利を守る～」
　　　　伊那市社会福祉協議会　上伊那成年後見センター所長　矢沢　秀樹 氏
第 2 部 「認知症の早期発見と対応」
　　　　信州大学医学部 精神医学教室　助教　荻原　朋美 氏

※入場料無料（どなたでもご参加できます） 事前の申し込みは不要です。

認知症高齢者対策・高齢者虐待防止県民運動
中信地域講演会開催のお知らせ
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 除雪に関するお願い

1．自動車の路上駐車は、除雪の妨げになりますので、やめてください。
2．除雪は、限られた除雪機により主要道路から行なうため、地区によっては除雪が遅くな　

る場合がありますがご理解ください。
3．除雪の実施により、道路の両側にはどうしても除雪した雪が残ってしまいます。除雪作　

業の時間によっては、住宅の出入口や他道路の交差点部分について、皆さんの除雪作業　
後に、再度雪を残していく場合があります。その際は、お手数でも残った雪の除雪につ　
いて、ご理解、ご協力をいただくようお願いいたします。

 住民の方への塩カル配布について

　安全な道路交通を確保するために、道路の凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する場合、本
城地域は建設課、坂北、坂井地域は各支所窓口で塩カルを配布します。
　塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、それ以外の場合は必ず区長又は常会長の了承を得
て、一回一人 3 袋までとします。
　なお、受け取り時間は、午前 8 時 30 分から午後 5 時までとします。
　また、時期によっては村で管理している塩カルの在庫数が著しく少なくなる場合があります。そ
の際は、一回にお渡しできる数も少なくなる場合がありますのでご了承ください。

お問い合わせ先

◇村道の除雪に関すること
　建 設 課 建 設 係  Tel　0263-66-2111
◇国道、県道の除雪に関すること
　松本建設事務所 維持管理課
　　●平日（8:30～17:15） Tel　0263-40-1965
　　●夜間・土日・祝祭日  Tel　0263-47-7800

 除雪の目的について

　除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安全装置
をし、路面状況に応じた運転を行っている場合の交通の安全確保、特に通勤通学の交通を確
保するために行います。

 除雪開始の基準について

　村　　道…役場又は各支所前 10㎝以上
　国・県道…10㎝以上
　※ 通常降雪時は、昨年と同じ路線の除雪を行います。

 異常積雪時の最優先除雪路線について

　異常降雪時には最優先除雪路線を定め除雪を行います。

【異常降雪時の定義】
　① 30㎝以上の積雪があり、その後も断続的に降雪のおそれのある場合。
　② 事前の圧雪と今後の降雪の予測により、道路交通に支障が出ると判断した場合。

【最優先除雪路線とは】
　異常降雪時に優先して除雪を行う路線です。特に交通量の多い村道及び国・県道に通じる
村道を対象とします。実際の対応方法としては、下記の図①、②のとおりとなります。

 
【一般県道真田新田線】
　区間　筑北村真田～上田市上室賀
　期間　平成28年12月 1日（木）　～　平成29年 4月13日（木）
【一般県道聖高原杉崎線・一般県道聖高原千曲線】
　区間　筑北村坂井大野田～麻績村聖高原
　期間　平成28年12月 1日（木）　～　平成29年 4月13日（木）
※上記 3路線とも迂回路はありません。
※村道冠着線は落石の危険があるため、通年全面通行止めになっています。

平 成 2 8 年 度 　 除 雪 作 業 の お 知 ら せ 　

冬季通行止め路線等について

①それぞれの集落から国・県道に通じる村
道の通行可能な状態が確保された場合、
集落と集落を結ぶ村道の除雪は、全ての
最優先除雪路線の除雪が終わった後に実
施します。

【図①】

最優先除雪路線

最優先除雪路線

民家 民家

民家

民家

この区間は、最優先除
雪路線の除雪が全て終
わった後、除雪します

県　
　

道

②集落から国・県道に通じる村道 1 路線の
通行可能な状態が確保された場合、その
集落から国・県道へ通じる別の村道の除
雪は、全ての最優先除雪路線の除雪が終
わった後に実施します。

【図②】

民家

民家

民家

民家 民家

この区間は、最優先除
雪路線の除雪が全て終
わった後、除雪します

国　　道

県　
　

道

最優先除雪路線
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や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
し
て
い

る
生
徒
は
少
な
い
。

・
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
を

よ
く
見
て
い
る
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い

る
内
容

・
家
の
手
伝
い
を
よ
く
し
て
い
る
。

・
自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

・
読
書
は
好
き
で
あ
る
と
答
え
て

い
る
。

⑵ 

学
校
生
活

ア 

小
学
校
第
六
学
年

・
自
分
の
考
え
を
他
の
人
に
説
明

し
た
り
、
文
章
に
書
い
た
り
す

る
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い

な
い
。

イ 

中
学
校
第
三
学
年

・
自
分
た
ち
で
立
て
た
課
題
に
対

し
て
、
自
ら
考
え
自
分
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

・
授
業
中
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、
友
達
に
尋
ね
て
、

解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑶ 

地
域
生
活

ア 

小
学
校
第
六
学
年

・
該
当
す
る
内
容
項
目
は
あ
り
ま

せ
ん
。

イ 

中
学
校
第
三
学
年

・
地
域
社
会
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
昼
休
み
や
放
課
後
、
学
校
が
休

み
の
日
に
、
学
校
図
書
館
や
地

域
の
図
書
館
に
よ
く
行
っ
て
い

る
。

・
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
行
事
に

 

Ⅴ　

今
後
に
向
け
て

　

１ 

更
に
、伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴　
「
普
段
、（
月
～
金
曜
日
）、
一

日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
ま
す
か
。」

に
対
し
て
、［
三
時
間
よ
り
も
少

な
い
］
と
回
答
し
た
児
童
・
生

徒
が
全
国
と
比
べ
て
、
10
％
以

上
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、
小
・
中
学
校

と
も
に
、
年
度
当
初
及
び
通
常

の
学
級
懇
談
会
に
お
け
る
学
級

担
任
か
ら
の
「
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
ノ
ー
ト
」〈
家
庭
学
習
の
手
引

き
〉
の
活
用
の
働
き
か
け
や
「
生

活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
」・「
自
分

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
度
の

活
用
」
等
の
実
践
が
、
帰
宅
後

の
生
活
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て

き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

更
に
、〈
家
庭
学
習
の
手
引
〉

の《
宿
題
と
自
主
学
習
へ
の
取
組
》

に
係
っ
て
、
手
引
の
内
容
を
精
選

し
、
具
体
的
な
学
習
方
法
の
指
導

を
徹
底
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で

も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
進
ん

で
学
習
に
取
り
組
め
る
状
況
づ
く

り
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

⑵　
「
昼
休
み
や
放
課
後
、
学
校
が

休
み
の
日
に
、
本
を
読
ん
だ
り
、

借
り
た
り
す
る
た
め
に
、
学
校

図
書
室
や
地
域
の
図
書
館
に
、

ど
れ
く
ら
い
行
き
ま
す
か
。」
に

対
し
て
、［
週
に
４
回
以
上
行

く
］
及
び
［
週
に
１
～
３
回
程

度
行
く
］
及
び
［
月
に
１
～
３

回
程
度
行
く
］
と
回
答
し
た
小

進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

　

３ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

※
「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

は
、
全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト

以
上
望
ま
し
く
な
い
生
活
等
が
見

ら
れ
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

ア 

小
学
校
第
六
学
年

・
自
主
学
習
に
お
い
て
、
教
科
書

を
使
い
な
が
ら
学
習
し
て
い
る

児
童
は
少
な
い
。

イ 

中
学
校
第
三
学
年

・
授
業
の
予
習
を
す
る
生
徒
は
少

な
い
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い

る
内
容

・
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、
普

段
（
月
～
金
曜
日
）
、
一
日
当

た
り
の
学
習
時
間
は
、
２
時
間

よ
り
少
な
い
児
童
、
３
時
間
よ

り
少
な
い
生
徒
が
多
い
。

⑵ 

学
校
生
活

ア 

小
学
校
第
六
学
年

・
自
分
た
ち
で
立
て
た
課
題
に
対

し
て
、
自
ら
考
え
自
分
か
ら
取

り
組
め
な
い
児
童
も
見
ら
れ
る
。

イ 

中
学
校
第
三
学
年

・
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
～
三

枚
の
感
想
文
や
説
明
文
を
書
く

こ
と
を
難
し
い
と
考
え
て
い
る

生
徒
が
多
い
。

⑶ 

地
域
生
活

ア 

小
学
校
第
六
学
年

・
地
域
社
会
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
児
童

は
少
な
い
。

学
生
・
中
学
生
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
い
て
、
全
国
と
比
べ
て

10
～
15
％
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、「
つ
つ
じ
応
援

団
」
や
「
坂
井
っ
子
応
援
団
」
に

よ
る
月
一
回
程
度
の
〈
読
み
聞
か

せ
〉
な
ど
が
、
児
童
生
徒
の
読
書

意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

更
に
、
本
年
度
よ
り
開
館
し

た
村
図
書
館
を
、
日
常
的
な
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
の
開
催
な
ど
工

夫
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
住
民

の
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
、
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
図
書
館
づ
く
り

に
一
層
務
め
ま
す
。

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

⑴　
「
授
業
の
中
で
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
。」
に
対
し
て
、［
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
］
と
回
答
し
た
小

学
生
は
13
％
で
全
国
と
比
べ
て
、

５
％
も
上
回
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
　

一
方
、
中
学
生
は
全
国
と
比
べ

て
良
好
な
状
況
で
す
が
、
約
５
％

の
生
徒
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
状
況
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
、
日
常
授
業
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
、「
分
か
る
喜
び
」

や
「
で
き
る
喜
び
」
が
さ
ら
に
実

感
で
き
る
よ
う
、
ノ
ー
ト
や
カ
ー

ド
の
記
述
か
ら
、
一
人
一
人
の
学

習
状
況
を
評
価
し
、
家
庭
学
習

も
含
め
た
多
様
な
問
題
に
取
り
組

ま
せ
る
な
ど
、
一
時
間
の
終
末
段

階
に
お
け
る
見
届
け
を
充
実
さ
せ
、

授
業
改
善
に
一
層
務
め
ま
す
。

 

Ⅰ　

調
査
の
概
要

　

１ 

調
査
の
目
的

　
　

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、

全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や

学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教

育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、

そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
学

校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育

指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善

等
に
役
立
て
る
。

　
　

更
に
、
そ
の
よ
う
な
取
組
を
通

じ
て
、
教
育
に
関
す
る
継
続
的
な

検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

　

２ 

実
施
日　

平
成
28
年
４
月
19
日（
火
）

　

３ 

対
象
学
年 

村
内
２
小
学
校
第
６
学

年
、
聖
南･

筑
北
中
学
校
第
３
学
年

　

４ 

実
施
教
科  

国
語
、
算
数
・
数
学

 

Ⅱ　
「
全
国
学
力
調
査
」
の
状
況

　

１ 

教
科
に
関
す
る
調
査

⑴ 

国
語
Ａ
、
算
数
Ａ
・
数
学
Ａ

ア 

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば

後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影

響
を
及
ぼ
す
内
容
等

イ 

実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で

あ
り
、
常
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
知
識
・
技
能
等

⑵ 

国
語
Ｂ
、
算
数
Ｂ
・
数
学
Ｂ

ア 

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の

様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力

イ 

様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の

構
想
を
立
て
実
践
し
、
評
価
・

改
善
す
る
力
等

　

２ 

主
と
し
て
、「
知
識
Ａ
」
に
関
す

る
調
査
結
果

⑴　

小
学
校
は
、「
国
語
Ａ
」
に

お
い
て
、
基
礎
・
基
本
の
定
着

は
、全
国
の
平
均
正
答
率【
※
①
】

と
比
べ
て
、
同
等
【
※
②
】
で

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、「
算

数
Ａ
」
に
お
い
て
は
、
不
十
分

さ
【
※
③
】
が
み
ら
れ
ま
す
。

【
①
】「
平
均
正
答
率
」
と
は
、国
語
、

算
数
・
数
学
の
平
均
正
答
数
を

設
問
数
で
割
っ
た
値
の
百
分
率

の
こ
と
で
あ
る
。

【
②
】「
同
等
」
と
は
、
全
国
の
平

均
正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北

村
の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
、

±
５
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
状
況
に

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

【
③
】「
不
十
分
さ
」
と
は
、
全

国
の
平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、

筑
北
村
の
各
教
科
の
平
均
正
答

率
が
、５
ポ
イ
ン
ト
以
上
下
回
っ

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
。

⑵　

中
学
校
は
、｢
国
語
Ａ｣

に

お
い
て
、
基
礎
・
基
本
の
定
着

は
、
全
国
の
平
均
正
答
率
と
比

べ
て
同
等
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
が
、「
数
学
Ａ
」
に
お
い
て

は
、
不
十
分
さ
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

３ 

主
と
し
て
、「
活
用
Ｂ
」
に
関
す

る
調
査
結
果

⑴　

小
学
校
は
、「
国
語
Ｂ
」「
算

数
Ｂ
」
と
も
に
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
等
の
定
着
は
、

全
国
の
平
均
正
答
率
と
比
べ
て
、

同
等
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

⑵　

中
学
校
は
、「
国
語
Ｂ
」
に
お

　

平
成
28
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

 

筑
北
村
教
育
委
員
会

い
て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
定
着
は
、
全
国
の
平

均
正
答
率
と
比
べ
て
、
同
等
で

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、「
数

学
Ｂ
」
に
お
い
て
は
、
不
十
分

さ
が
み
ら
れ
ま
す
。

 

Ⅲ　
「
全
国
学
力
調
査
」
か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

１ 

小
学
校

⑴ 

国　

語

　
　
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
目
的
に

応
じ
て
、
複
数
の
本
や
文
章
な
ど

を
選
ん
で
、
図
と
表
を
関
連
付
け

て
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
概
ね

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
書
く
こ
と
」
で
は
、

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
書
く
事

柄
を
整
理
し
な
が
ら
自
分
の
考
え

を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
、
課
題
が

み
ら
れ
ま
す
。

⑵ 

算　

数

　
　
「
数
と
計
算
」
で
は
、
乗
法
と

除
法
の
式
の
意
味
に
つ
い
て
、
概

ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
量
と
測
定
」
で
は
、

単
位
量
当
た
り
の
大
き
さ
の
求
め

方
に
つ
い
て
、
課
題
が
み
ら
れ
ま

す
。

 

２ 

中
学
校

 

⑴ 

国　

語

　
　
「
書
く
こ
と
」
で
は
、
質
問
に

対
す
る
答
え
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
、
伝
え
た
い
事
柄
の
根
拠
を
明

確
に
し
て
書
く
に
つ
い
て
、
概
ね

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

で
は
、
目
的
に
応
じ
て
資
料
を
効

果
的
に
活
用
し
な
が
ら
話
す
こ
と

に
つ
い
て
、
課
題
が
み
ら
れ
ま
す
。

⑵　

数　

学

　
　
「
図
形
」
で
は
、
四
角
形
を

そ
の
面
と
垂
直
な
方
向
に
動
か

す
と
、
四
角
柱
が
構
成
さ
れ
る

こ
と
や
見
取
図
に
表
さ
れ
た
立

方
体
の
角
の
大
き
さ
の
関
係
を

読
み
取
る
こ
と
に
つ
い
て
、
概

ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
関
数
」
で
は
、
一

次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
特
徴
に

つ
い
て
、
表
と
関
連
付
け
て
理

解
し
た
り
、
Ｘ
の
変
域
に
対
応

す
る
Ｙ
の
変
域
を
求
め
た
り

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
課
題
が

み
ら
れ
ま
す
。

 

Ⅳ　
「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

１　

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関

す
る
質
問
紙
調
査

⑴　

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

ア　

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学

習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等

⑵ 　

学
校
に
対
す
る
調
査

ア　

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や

人
的
・
物
的
な
教
育
条
件
の
整

備
の
状
況
等

２　

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と

※
「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
望

ま
し
い
生
活
等
が
上
回
っ
て
い
る
状

況⑴　

家
庭
生
活

ア　

小
学
校
第
六
学
年

・
学
校
の
授
業
の
復
習
を
し
て
い

る
。

イ　

中
学
校
第
三
学
年

・
普
段
（
月
～
金
曜
日
）
、
一
日

当
た
り
一
時
間
以
上
携
帯
電
話
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平
成
28
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
筑
北
中
学
校
）

麻
績
村
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会 

 

Ⅰ　

調
査
の
概
要

 

（
筑
北
村
教
育
委
員
会
公
表
参
照
）

 

Ⅱ　
「
全
国
学
力
調
査
」
の
状
況

　

１ 

主
と
し
て
、「
知
識
Ａ
」
に
関

す
る
調
査
結
果

　
　
「
国
語
Ａ
」「
数
学
Ａ
」
と

も
に
、
基
礎
・
基
本
の
定
着

は
、
全
国
の
平
均
正
答
率
【
※

①
】
と
比
べ
て
、同
等
【
※
②
】

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

【
①
】「
平
均
正
答
率
」
と
は
、

国
語
・
数
学
の
平
均
正
答

数
を
設
問
数
で
割
っ
た
値

の
百
分
率
の
こ
と
で
あ
る
。

【
②
】 「
同
等
」
と
は
、
全
国
の

平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、

筑
北
中
学
校
の
各
教
科
の

平
均
正
答
率
が
±
５
ポ
イ

ン
ト
以
内
の
状
況
に
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

２ 

主
と
し
て
、「
活
用
Ｂ
」
に
関

す
る
調
査
結
果

　
　
「
国
語
Ｂ
」
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
定
着
は
、

全
国
の
平
均
正
答
率
と
比
べ
て
、

同
等
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す

が
、「
数
学
Ｂ
」
は
、
不
十
分

さ
【
※
③
】
が
み
ら
れ
ま
す
。

【
③
】 「
不
十
分
さ
」
と
は
、
全

国
の
平
均
正
答
率
と
比
較

し
て
、
筑
北
中
学
校
の
各

教
科
の
平
均
正
答
率
が
５

ポ
イ
ン
ト
以
上
下
回
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
。

 

Ⅲ　
「
全
国
学
力
調
査
」か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

　

１ 

国　

語

　
　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
の
領
域
で
は
、
概
ね

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
読

む
こ
と
」
の
領
域
に
お
い
て
は
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

の
定
着
が
不
十
分
で
す
。

　

２ 

数　

学

　
　
「
関
数
」
の
領
域
で
は
、
概

ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
図
形
」「
資
料
の
活
用
」
の

領
域
に
お
い
て
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
定
着

が
不
十
分
で
す
。

 

Ⅳ　
「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

　

１ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

　

※
「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
望
ま
し
い
生
活
等
が
上
回
っ

て
い
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

・
決
ま
っ
た
時
間
に
、
起
床
・

就
寝
を
し
、
毎
日
朝
食
を

と
っ
て
い
る
。

・
家
庭
学
習
の
時
間
は
余
り
伸

び
て
い
な
い
が
、
特
に
学
習

時
間
が
極
端
に
短
い
生
徒
は

少
な
い
。

・
学
校
の
宿
題
を
確
実
に
行
う

生
徒
が
大
変
多
い
。

・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
、
メ
ー
ル
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
関
わ
る
時
間

は
、
全
国
と
比
べ
て
か
な
り

低
く
な
っ
て
い
る
。

⑵ 

学
校
生
活

・
全
員
の
生
徒
が
、
物
事
を
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
、
成
就
感

を
味
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
。

・
学
級
み
ん
な
で
協
力
し
て

何
か
を
や
り
遂
げ
、
う
れ
し

か
っ
た
経
験
を
持
つ
生
徒
の

割
合
が
高
く
、
友
達
と
話
し

合
う
と
き
、
友
達
の
話
や
意

見
を
最
後
ま
で
聞
く
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
。

⑶ 

地
域
生
活

・
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り

た
い
と
願
う
生
徒
の
割
合
が

高
い
。

　

２ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と

　

※
「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
は
、
全
国
と
比
べ
て
、
５
ポ

イ
ン
ト
以
上
望
ま
し
く
な
い
生

活
等
が
見
ら
れ
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

・
就
寝
時
刻
が
遅
い
生
徒
の
割

合
が
高
い
。

・
家
庭
学
習
で
は
、
計
画
的
な

学
習
を
し
て
い
る
生
徒
、
予

習
を
し
て
い
る
生
徒
の
割
合

が
低
い
。

・
休
日
の
家
庭
学
習
時
間
が
、

二
時
間
未
満
の
生
徒
の
割
合

が
高
い
。

・
全
体
的
に
読
書
時
間
が
短
い

生
徒
の
割
合
が
高
い
。 

⑵ 

学
校
生
活

・
難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を
恐

れ
ず
に
挑
戦
で
き
な
い
生
徒

の
割
合
が
高
い
。

・
友
達
の
前
で
自
分
の
考
え
や

意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦

手
な
生
徒
の
割
合
が
高
い
。

⑶ 

地
域
生
活

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ⅴ　

今
後
に
向
け
て

　

１ 

更
に
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴　

学
習
に
対
す
る
生
徒
の
目

的
意
識
や
必
要
感
を
更
に
引

き
出
す
た
め
、今
ま
で
の
「
学

び
」
を
も
と
に
し
て
、
授
業

の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

⑵　

個
人
・
ペ
ア
（
グ
ル
ー
プ
）

別
・
学
級
全
体
で
の
活
動
を

効
果
的
に
取
り
入
れ
た
授
業

展
開
の
工
夫
を
し
て
、
学
習

意
欲
の
向
上
や
主
体
的
な
関

わ
り
、
自
己
表
現
力
等
の
伸

長
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

⑴　

学
校
で
の
諸
活
動
の
中
で
、

明
確
な
目
的
や
必
要
感
を
持

た
せ
、
計
画
的
に
活
動
に
取
り

組
ま
せ
て
い
く
中
で
、
達
成
感

や
自
己
有
用
感
を
高
め
、
自

己
肯
定
感
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
友
達
と
関
わ
り
な

が
ら
活
動
す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
己
表

現
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校

  

「
お
助
け
隊
」
大
活
躍
!!

本
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
を
10
月

16
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
村
内
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
村

職
員
及
び
消
防
団
の
非
常
参
集
訓

練
を
行
っ
た
後
、
午
前
８
時
よ
り
防

災
無
線
及
び
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
使

用
し
て
住
民
に
避
難
勧
告
を
だ
し
、

各
地
区
の
一
時
避
難
場
所
に
避
難

し
ま
し
た
。

各
地
域
に
お
い
て
は
、
常
会
長
等

が
各
世
帯
を
回
り
住
民
の
安
否
確
認

の
上
、
避
難
状
況
等
を
区
長
へ
報
告

し
、
区
長
は
地
区
の
情
報
を
取
り
ま

と
め
、
村
災
害
対
策
本
部
へ
無
線

に
よ
り
報
告
す
る
訓
練
を
行
い
、

１
９
３
８
人
の
方
に
避
難
所
へ
避
難

し
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
は
、
役
場
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
地
域
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
長

野
県
犀
川
砂
防
事
務
所
よ
り
講
演
を

い
た
だ
き
、
約
１
５
０
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

役
場
調
理
実
習
室
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

使
っ
た
炊
き
出
し
講
習
会
を
行
っ
た

ほ
か
、
駐
車
場
で
は
、
麻
績
消
防
署

昨
年
９
月
の
開
校
以
来
、
村
内
の

畑
や
田
ん
ぼ
で
村
民
の
農
作
業
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
す
る
事
を

通
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
授
業

「
お
助
け
隊
」
の
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
４
月
か
ら
野
球
部
が

活
動
に
加
わ
り
生
徒
数
も
増
え
、
作

業
の
範
囲
も
村
内
全
域
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
作
業
の
合
間

に
村
民
と
会
話
を
し
た
り
、
農
業
の

い
ろ
は
を
教
え
て
貰
っ
た
り
し
て
交

流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
の
活
動
時
に
は
、
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
が
作
業
用
に
購
入
し
た

赤
い
作
業
服
に
身
を
つ
つ
み
、
一
目

で
「
お
助
け
隊
」
と
判
る
よ
う
に
、

お
助
け
隊
の
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
っ
た
活

動
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ベ
ス
ト
は
、
数
年
来
、
筑
北

産
米
を
使
用
し
て
寿
司
の
チ
ェ
ー
ン

店
を
展
開
し
て
い
る
独
楽
寿
司
様
か

ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
充
当
し
て

今
年
度
購
入
し
た
ベ
ス
ト
で
す
。

「
お
助
け
隊
」
の
活
動
は
、
毎
週

木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時

頃
ま
で
の
午
前
中
を
基
本
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
繁
忙
期
等
に
は
、
午

後
で
も
対
応
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
信
州
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
「
お
助
け
隊
」
に
関
す

る
相
談
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

電
話
０
２
６
３
‐
６
６
‐
０
０
１
２

（
作
業
ジ
ャ
ン
ル
：
農
作
業
及
び
草

刈
、
雪
か
き
等
）

な
お
、
村
内
に
は
他
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
依
頼
さ
れ
る
作
業
の
内
容
に
応

じ
て
有
料
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
筑
北
村
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

電
話
０
２
６
３
‐
６
６
‐
２
５
０
６

（
作
業
ジ
ャ
ン
ル
：
傾
聴
等
福
祉
関

係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
麻
績
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

電
話
０
２
６
３
‐
６
７
‐
２
６
２
２

（
作
業
ジ
ャ
ン
ル
：
庭
木
の
剪
定
、

蜂
の
巣
取
り
等
）

に
よ
る
煙
道
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず

は
、
隣
近
所
や
地
域
で
の
助
け
合
い

に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

日
頃
よ
り
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
訓
練
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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福
祉
の
職
場
説
明
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
す

「
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
」
開
催
に
つ
い
て

「
福
祉
の
職
場
を
く
わ
し
く
知
り

た
い
」
ま
た
は
「
就
職
を
考
え
た
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
業
所

の
方
と
直
接
面
談
が
で
き
ま
す
。

●
日
時
： 

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場
：
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　
　

 

（
松
本
市
本
庄
１
‐
２
‐
１
）

●
申
込
・
問
合
せ
：

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

電
話
０
２
６
３
‐
２
７
‐
０
１
１
１

・
又
は
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
０
２
６
‐
２
２
６
‐
７
３
３
０

く
わ
し
く
は
、
長
野
労
働
局
ま
た

は
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
土
地
境
界
に
関
す
る
紛
争
に
特

化
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
土
地

の
境
界
（
筆
界
）
の
専
門
家
で
あ
る

土
地
家
屋
調
査
士
が
悩
み
を
お
聞
き

し
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。
土
地

の
境
界
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
本

相
談
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
場
所

　
松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室

　
（
松
本
市
中
央
４
丁
目
７
番
26
号
）

●
相
談
で
き
る
内
容

・
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

の
悩
み

・
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記
等
の
こ
と

※
相
談
に
あ
た
っ
て
は
予
約
不
要
で

す
が
、
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

本
城
地
域
で
里
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

筑
北
村
東
条
地
区
に
お
け
る
里
山
交

流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

10
月
15
日
に
本
城
地
域
東
条
竹
之

下
地
区
で
里
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
㈱
柳
沢
林

業
が
本
年
度
環
境
省
の
「
地
域
活
性

化
に
向
け
た
協
働
取
組
の
加
速
化
事

業
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
筑
北
村

東
条
地
区
に
お
け
る
里
山
交
流
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
後
述
）」
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
約
50
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
午
前
・
午
後
の
２

部
構
成
と

な
っ
て
お

り
、
午
前

中
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

の
事
務
局

も
務
め
る

柳
沢
林
業
が
森
林
整
備
を
進
め
て
い

る
東
条
高
畑
の
里
山
を
舞
台
に
、
東

京
農
業
大
学
の
上
原
巌
（
い
わ
お
）

先
生
の
指
導
の
下
、
桑
の
葉
を
煮
出

し
て
作
っ
た
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
ス

ギ
や
ア
カ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
の
葉
を
湯

煎
し
て
芳
香
蒸
留
水
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
は
各
自
の
お
気
に

入
り
の
場
所
に
寝
転
が
っ
て
過
ご
す

と
い
う
贅
沢
な
時
間
も
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
柳
沢
林
業
の
原
社
長
か

ら
、
本
事
業
の
紹
介
や
里
山
に
か
け

る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
親
子
は
ね
や
す
め
」

の
岩
間
理
事
か
ら
、
３
年
前
か
ら
筑

北
村
内
で
行
わ
れ
て
い
る
家
族
レ
ス

パ
イ
ト
旅
行
（
重
い
病
気
や
障
が
い

を
持
つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の

ど
に
呼
び
掛
け
た
こ
と
で
、
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

今
回
、
事
業
対
象
地
域
と
な
っ
た

「
高
畑
」
は
、
そ
の
名
の
示
す
と
お

り
、
か
つ
て
は
一
帯
が
畑
で
、
桑
や

野
菜
な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
、
高
台

か
ら
は
北
ア
ル
プ
ス
を
望
め
る
地
域

で
し
た
が
、
現
在
は
雑
木
が
生
い
茂

り
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
高
畑
の
恵
み
を
受
け
て
き

た
竹
之
下
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
に
、

こ
の
山
を
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
い

う
強
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

事
業
に
参
加
す
る
各
団
体
も
地
域
の

想
い
を
事
業
成
果
に
つ
な
げ
た
い
と

い
う
考
え
を
少
し
ず
つ
共
有
し
な
が

ら
、事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
森
林
の
整

備
だ
け
を
目
的
と
す
る
の
で
な
く
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
、
思
い
出
づ
く
り

な
ど
を
目
的
と
し
た
旅
行
）
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
と
し

て
、
山
仕
事
創
造
舎
（
林
業
会
社
）

お
よ
び
山
川
草
木
（
地
域
商
社
）
の

香
山
代
表
か
ら
対
象
地
域
の
特
徴
や

森
林
の
見
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ

た
後
、
東
京
農
業
大
学
の
上
原
先
生

か
ら
、
里
山
を
利
用
し
た
森
林
療
法

や
住
民
活
動
に
つ
い
て
様
々
な
事
例

を
交
え
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
原
先
生
の
講
演
で
は
、
午
前
中

の
入
山
前
後
に
行
っ
た
血
圧
測
定
や

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
も
発

表
さ
れ
、

体
力
の
消

耗
が
激
し

か
っ
た
一

部
の
方
を

除
い
て
、

入
山
後
に

血
圧
や
ス

ト
レ
ス
の
低
下
が
み
ら
れ
た
こ
と
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
お
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
終
了
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
な
ど
の
作
業
療
法
の
た
め

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し
た

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
交
流

の
場
と
し
て
活
用
し
「
森
も
人
も
健

康
に
な
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。　

こ
れ
は
、
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
筑
北
村
な
ら
で
は
の
取
組
で
あ

り
、
環
境
省
か
ら
も
、
福
祉
と
林
業

を
組
み
合
わ
せ
た
今
回
の
取
組
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
森
林
の
持
つ
「
癒
し
」

の
効
果
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
だ
け

に
効
果
が
あ
る
の
で
な
く
、
老
若
男

女
／
村
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の

人
々
に
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
可
能

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
畑
も
、
将

来
的
に
は
幅
広
い
層
の
方
が
訪
れ
、

四
季
折
々
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
、
安
ら
ぎ
の
場
所
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
豊
か
な
地
域
資
源
で
あ
る

里
山
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
民
間
企
業
・
団
体
と

協
力
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
取
組
を

村
内
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
本
事
業
に
興
味
・
関

心
を
も
た
れ
た
方
は
、
役
場
総
務
課

６
６
‐
２
１
１
１
（
担
当
：
宇
都
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
の
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
外
国
産
材
の
輸
入
増

加
や
森
林
資
源
を
多
数
抱
え
る
中
山

間
地
の
高
齢
化
・
過
疎
化
の
進
展
な

ど
に
よ
り
、
森
林
に
人
の
手
が
入
り

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
状
況
を
背
景
に
、

筑
北
村
に
お
い
て
も
里
山
の
荒
廃
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
内
の

森
林
整
備
を
行
っ
て
い
る
柳
沢
林
業

が
、「
採
算
の
と
れ
る
林
業
」
を
行

う
の
が
困
難
な
東
条
高
畑
に
お
い
て
、

「
福
祉
」
と
い
う
切
り
口
で
の
里
山

再
生
を
発
案
し
、
山
林
地
権
者
の
協

議
会
や
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
親
子

は
ね
や
す
め
」、
筑
北
フ
ァ
ン
倶
楽

部
（Re Forest Cam

p

）、
役
場
な

入山前に血圧とストレスを
測定。結果は… ？

芳香蒸留水作成中思い思いの場所で寝そべる
参加者の様子

プロジェクト参加者による
話し合い

上原先生の講演

東条高畑の山林の様子
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議
会
９
月
定
例
会

一
般
質
問

 

政
策
形
成
過
程
で
の
情
報
提
示山田　寿 議員

質
問　

住
民
自
治
の
原
則
は
」
自
治

政
策
の
決
定
の
正
当
性
は
住
民
意
思

に
存
在
す
る
」
と
す
る
。
議
会
の
議

決
で
最
終
的
に
決
ま
る
が
、
そ
の
議

決
は
村
民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為

に
は
早
い
段
階
で
政
策
が
村
民
に
向

け
て
提
示
さ
れ
、
考
え
、
意
見
を
述

べ
る
時
間
的
間
隔
が
必
要
だ
。

村
長　

地
方
自
治
法
で
団
体
自
治
・

住
民
自
治
の
理
念
を
掲
げ
、
行
政
は

住
民
意
思
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き

と
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
ご
と
に
文

化
経
済
自
然
環
境
が
異
な
る
が
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
施
策

を
実
施
す
る
。
政
策
提
言
は
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

ち
く
ほ
く
」
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
併
せ
て
議
会

の
予
算
審
議
、
全
員
協
議
会
等
で
議

論
し
て
い
る
。

質
問　

行
政
は
そ
の
権
限
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
自
治
の
見

地
か
ら
説
明
責
任
、
開
か
れ
た
行
政

の
理
念
に
則
り
、
提
示
出
来
な
い
も

の
を
除
き
、
可
能
な
限
り
早
く
広
く

提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

観
光
地
再
開
発
に
つ
い
て

質
問　

地
方
創
生
政
策
の
も
と
で
人

の
交
流
・
移
入
の
促
進
が
肝
要
だ
。

　

村
で
は
修
那
羅
・
切
り
通
し
・
立

峠
の
３
地
点
を
重
要
ス
ポ
ッ
ト
に
掲

げ
て
い
る
が
、
そ
の
構
想
と
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

①
修
那
羅
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
の
主
体
で
石
仏
群
や
修

那
羅
大
天
武
の
調
査
研
究
を
村
民
と

共
に
進
め
て
お
り
、
今
後
広
く
周
知

や
案
内
を
し
て
い
く
。
散
策
コ
ー
ス

の
再
整
備
や
ダ
ム
湖
上
流
の
森
林
整

備
、
保
安
林
改
良
事
業
等
に
よ
り
神

社
周
辺
一
帯
で
森
林
浴
が
で
き
る
空

間
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
こ
れ
に

加
え
ア
ク
セ
ス
道
路
の
修
繕
も
必
要

だ
。
②
青
柳
か
ら
切
り
通
し
に
か
け

て
は
、
山
側
の
一
部
軟
弱
箇
所
が
あ
る

こ
と
石
積
み
水
路
に
つ
い
て
は
安
全

面
や
景
観
等
に
配
慮
し
た
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
③
立
峠
の
石
畳
に
つ
い

て
は
こ
こ
か
ら
峠
付
近
ま
で
は
手
付

か
ず
に
な
っ
て
い
る
が
全
面
的
に
石

畳
み
に
す
る
の
は
多
額
の
経
費
を
要

す
る
の
で
、
大
雨
時
に
路
面
や
路
肩

を
荒
さ
な
い
よ
う
最
低
で
も
景
観
に

配
慮
し
つ
つ
雨
水
対
策
は
行
い
た
い
。

質
問　

付
近
住
民
の
思
い
も
忖
度
し

な
が
ら
進
め
て
欲
し
い
。
次
に
、
村

の
観
光
案
内
取
次
に
つ
い
て
。
国
内

旅
行
地
と
し
て
「
信
州
」
は
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。
宿
泊
者
数
が
、
と
く
ら

冠
着
荘
の
収
容
者
数
を
超
え
た
と
き

の
対
策
と
か
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
も
た
ず

電
話
で
観
光
案
内
を
求
め
る
人
へ
の

対
応
等
の
た
め
、
観
光
再
開
発
の
入

り
口
と
し
て
、
県
外
の
人
に
と
っ
て

も
接
触
し
や
す
い
観
光
拠
点
が
あ
れ

ば
と
思
う
。　
　
　

産
業
課
長　

唯
一
産
業
課
観
光
係
が

あ
る
。
村
商
工
会
、
と
く
ら
の
施
設

で
も
役
割
っ
て
い
る
。
今
後
、
人
の

往
来
の
多
い
各
地
区
の
直
売
所
の
連

絡
会
の
よ
う
な
場
で
今
以
上
の
観
光

案
内
の
実
を
上
げ
て
い
く
計
画
だ
。

　

若
者
定
住
住
宅
整
備
事
業鎌田　欣子 議員

質
問　

竹
之
下
団
地
に
当
初
予
算

（
３
千
９
４
万
）
で
計
画
し
た
が
、
応

募
者
が
な
か
っ
た
理
由
と
こ
れ
か
ら

の
予
定
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

問
い
合
わ
せ
は
６
件（
東

京
在
住
者
が
２
件
、
松
本
市
、
麻
績
村
、

筑
北
村
が
４
件
）
で
現
地
見
学
者
が

１
組
で
あ
っ
た
。【
理
由
】
①
１
ヶ
月

当
た
り
返
済
額
が
明
確
で
な
い
②
設
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計
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
等
で
来
る
こ

と
は
負
担
で
あ
る
③
形
が
見
え
な
い

部
分
（
住
宅
展
示
場
と
異
な
り
）
が

あ
り
購
入
に
対
す
る
不
安
な
ど
。
今

後
は
同
様
の
事
業
形
態
で
の
建
設
は

様
々
な
問
題
が
生
ず
る
の
で
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

公
営
住
宅
の
建
築
年
度
と
リ

フ
ォ
ー
ム
の
予
定
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

住
宅
の
区
分
①
公
営
住

宅
54
戸
②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
13

戸
③
村
営
住
宅
第
１
種
30
戸
（
夢
パ

レ
ッ
ト
）
第
２
種
昭
和
町
住
宅
２
戸

と
村
営
４
戸
。
合
計
１
０
３
戸
。
建

築
年
で
一
番
古
い
も
の
は
昭
和
45
年
。

新
し
い
物
は
平
成
16
年
で
あ
る
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。
土
台
及
び
内
外

装
の
調
査
、
整
備
そ
し
て
入
居
者
全

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ

の
要
望
は
、
内
装
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・

廊
下
・
キ
ッ
チ
ン
等
の
床
・
ク
ロ
ス

の
張
り
替
え
等
で
あ
っ
た
。
年
次
的

な
推
進
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
予
定
と
方
法

建
設
課
長　

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
所
に

移
っ
て
頂
き
、
順
次
入
居
者
の
方
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
者
の
支
援

佐藤　文男 議員

質
問　

当
村
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

65
才
以
上
の
人
口
が
２
０
６
４
人
で

内
75
才
以
上
が
１
１
２
１
人
で
23
・

１
％
と
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

各
種
の
困
り
ご
と
が
多
く
、
お
互
い

に
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
村
民
の
意
識
向
上
の
為
に
啓

蒙
が
必
要
だ
が
、
考
え
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

高
齢
者
人
口
も
43

％
を
超
え
る
。
高
齢
者
の
平
日
の
日

中
の
割
合
は
非
常
に
高
い
と
思
う
。

普
段
か
ら
お
互
い
に
助
け
合
う
共
助

　

情
報
の
伝
達
方
法

質
問　

情
報
の
伝
達
を
村
民
に
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
の
方
法
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
行
政
懇

談
会
の
予
定
を
尋
ね
る
。

村
長　

情
報
の
伝
達
に
関
し
て
は
総

務
課
で
検
討
中
で
あ
る
。
行
政
懇
談

会
は
策
定
を
進
め
て
い
る
第
２
次
総

合
計
画
、
学
校
の
統
合
に
関
す
る
提

言
書
な
ど
に
つ
い
て
、検
討
中
で
あ
る
。

 
ふ
れ
あ
い
広
場
周
辺
の
整
備

質
問　

ふ
れ
あ
い
広
場
と
、
と
く
ら

ダ
ム
周
辺
の
枯
損
木
・
遊
歩
道
の
整

備
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

コ
テ
ー
ジ
付
近
の
枯

損
木
は
９
月
補
正
に
計
上
し
て
い
る

の
で
議
決
さ
れ
次
第
実
施
し
て
い
く
。

展
望
台
他
の
枯
損
木
は
関
係
機
関
と

協
議
し
て
計
画
的
に
進
め
る
。

村
長　

村
単
で
進
め
て
い
る
約

１
千
９
百
万
（
９
月
補
正
）
が
残
り

次
第
、
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

人
工
そ
り
場
の
修
理
は
い
つ

頃
に
な
る
か
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

平
成
29
年
度
と
な
っ
て

い
る
が
、
企
画
財
政
課
と
調
整
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

の
必
要
性
を
再
認
識
し
て
貰
う
よ
う
、

様
々
な
お
知
ら
せ
や
冊
子
の
中
に
意

識
啓
発
が
さ
れ
る
よ
う
、
住
民
の
意

識
の
向
上
に
努
め
る
。

質
問　

近
所
付
き
合
い
が
希
薄
化
し

て
き
て
い
る
。
普
段
か
ら
ほ
ど
よ
い

関
係
づ
く
り
、
信
頼
づ
く
り
が
助
け

合
い
に
は
必
要
で
あ
る
。
民
生
委
員

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
各

種
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
福
祉

支
援
員
（
仮
名
）
を
、
設
け
る
こ
と

で
支
援
を
強
化
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

相
談
員
体
制
だ
け

を
充
実
す
る
と
、
今
後
相
談
員
に
な

る
方
の
負
担
も
考
え
、
現
在
の
相
談

支
援
員
等
で
引
き
続
き
進
め
る
。

質
問　

困
っ
て
い
る
こ
と
の
解
決
策

事
例
を
、
村
内
に
横
展
開
し
て
い
く

考
え
が
あ
る
か
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

今
後
は
そ
れ
ら
を

住
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
頂
く
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

高
齢
化
に
伴
い
老
後
の
心
配

等
聞
い
て
い
る
。
一
つ
の
事
例
と
し

て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用

が
あ
り
、
講
座
等
の
考
え
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

今
後
の
資
金
や
相

続
等
も
含
め
て
、
広
い
意
味
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
等
の
講
演
会
も
検
討
す
る
。

質
問　

村
バ
ス
の
運
行
と
高
齢
者
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

高
齢
者
を
含
む
一
般
客

の
利
用
人
員
は
、
横
ば
い
又
は
微
減

の
状
況
で
、
高
齢
者
の
使
用
割
合
は

取
っ
て
い
な
い
が
、
１
０
０
円
乗
車

証
は
延
べ
８
，
６
６
９
回
利
用
し
た
。

質
問　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
検
討

状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

提
言
書
に
も
あ
る
事
業

委
託
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
中
。

　

健
康
館
と
各
種
運
動
器
具

質
問　

健
康
館
と
各
種
の
運
動
器
具

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

27
年
度
の
述
べ

利
用
者
は
１
８
８
７
人
で
す
が
、
今

年
度
は
８
０
０
人
程
度
に
な
る
予
想
。

運
動
器
具
は
４
台
と
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

が
２
台
と
卓
球
台
３
台
そ
の
他
で
あ

り
、利
用
率
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。

質
問　

健
康
館
は
、
地
理
的
条
件

や
冠
着
荘
内
の
動
線
の
悪
さ
（
階
段

多
く
高
齢
者
は
不
便
）
が
あ
り
、
又

指
導
者
が
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

運
動
器
具
は
移
動
し
て
有
効
活
用
す

べ
き
だ
が
考
え
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

利
用
率
低
迷
に
は
、

そ
の
他
に
も
村
に
よ
る
活
用
が
十
分

で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
多
く
の
人
が

進
入
路
の
整
備
、
の
り
面
に
つ
い
て

安
定
勾
配
で
整
形
し
、
崩
落
の
危
険

性
を
回
避
す
る
よ
う
な
施
工
を
し
た
。

又
、
河
川
の
護
岸
か
ら
も
余
裕
幅
を

十
分
取
り
、
残
土
崩
落
に
よ
る
河
川

の
閉
塞
が
起
き
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
る
。

質
問　

日
向
土
捨
場
を
含
め
、
地
元

の
皆
さ
ん
も
維
持
管
理
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
雑
木
の
成
長
、
増

加
な
ど
安
全
面
か
ら
も
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
又
、
東
畑
土
捨
場
の
今
後

の
捨
土
可
能
な
量
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

現
在
東
畑
の
み
使
用
し

て
い
る
が
、
過
去
の
土
捨
場
に
つ
い

て
も
除
草
、
樹
木
の
伐
採
な
ど
地
元

の
皆
様
の
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

又
、
東
畑
に
つ
い
て
は
、
整
形
し
た

こ
と
も
あ
り
、
５
千
㎥
程
は
可
能
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

東
畑
土
捨
場
を
つ
く
る
に
当

た
り
、
平
成
17
年
４
月
に
地
元
と
覚

書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
最
近
の

予
測
不
能
な
気
象
条
件
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
崩
落
を
含
め
た
安
全
確
保
の

た
め
に
地
区
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
払

拭
で
き
る
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

の
り
面
整
形
に
よ
り
、

あ
る
程
度
の
の
り
面
崩
落
確
保
は
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
又
、
今

利
用
で
き
る
場
所
も
含
め
て
、
検
討

す
る
。
再
度
冠
着
荘
、
健
康
館
を
拠

点
に
し
た
ゾ
ー
ン
開
発
は
、
改
め
て

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

土
捨
場
の
維
持
管
理

  

待井　安登 議員

質
問　

坂
北
地
域
仁
熊
地
区
の
土
捨

場
の
維
持
・
管
理
状
況
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

建
設
課
長　

仁
熊
地
区
に
は
、
４
か

所
の
土
捨
場
が
あ
り
、
現
在
使
用
し

て
い
る
の
は
東
畑
土
捨
場
１
か
所
で

あ
る
。
平
成
27
年
度
に
土
捨
場
内
の

後
の
受
け
入
れ
土
量
に
つ
い
て
、

５
千
㎥
ま
で
と
考
え
て
い
る
の
で
、

発
生
土
量
の
カ
ウ
ン
ト
を
し
っ
か
り

行
い
、
そ
れ
以
上
入
れ
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

土
捨
場
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
荒
廃
の
面
積
も
大
き
く
、
地
元

の
協
力
も
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
、
重
要
で
あ
り
早
急
に
検
討

し
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

 

過
去
質
問
し
た
内
容
の
進し

ん
ち
ょ
く捗沖村　智 議員

　
「
課
内
の
連
携
を
進
め
、
全
庁
体
制

で
取
組
む
」
に
つ
い
て
再
度
確
認
す
る

副
村
長　

定
期
的
に
課
長
会
議
を
行

い
、
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
各

課
の
課
題
や
村
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
。

質
問　

集
落
担
当
者
制
度
に
つ
い
て
、

よ
り
力
を
入
れ
た
取
組
み
が
出
来
な

い
か
伺
う
。

副
村
長　

監
査
委
員
の
指
摘
事
項
に

芝生の劣化による
使用中止の人工そり場

健康館　運動器具各種
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も
あ
っ
た
が
、
集
落
担
当
者
制
度
に

つ
い
て
は
今
後
更
に
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
プ
ラ
ン
の
進
捗
を
再
度
確
認
す
る

総
務
課
長　

保
育
園
、
小
学
校
の
統

廃
合
や
、
図
書
館
、
就
労
セ
ン
タ
ー

の
移
動
な
ど
大
き
な
も
の
に
つ
い
て

は
動
い
て
い
る
。

　

ま
だ
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
策
定

で
き
て
い
な
い
が
、現
段
階
で
は
、「
老

朽
化
に
よ
り
危
険
性
の
高
い
施
設
で
、

利
用
頻
度
の
低
い
施
設
」
は
廃
止
を

検
討
し
て
い
く
。「
利
用
頻
度
の
高
い

施
設
で
、
類
似
す
る
施
設
」
に
つ
い

て
は
統
合
し
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
住
民
と
充
分
に
話
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

質
問　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

数
値
を
達
成
す
る
た
め
に
、
統
廃
合

の
計
画
は
い
つ
ま
で
に
打
ち
出
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

総
務
課
長
の
説
明

に
あ
る
よ
う
に
地
元
住
民
と
の
協
議

も
必
要
で
あ
る
が
、
人
口
５
千
人
弱

の
村
で
類
似
施
設
が
３
つ
必
要
で
あ

る
と
か
、
維
持
可
能
と
は
考
え
て
い

な
い
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

行
っ
て
い
く
。

　
「
筑
北
村
は
一
つ
」
に
つ
い
て
行
っ

具
体
的
な
計
画
は
、
平
成
28
年
度
３

月
末
に
は
竣
工
し
、
４
月
か
ら
一
般

利
用
者
へ
貸
し
出
し
が
出
来
る
予
定

で
あ
る
。
平
成
29
年
度
は
、
駐
車
場

拡
幅
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
。
平

成
30
年
度
は
管
理
棟
の
建
設
と
な
っ

て
い
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
は
降
雪
以
外
使
用
で

き
る
の
で
、
多
く
の
利
用
者
に
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
企
画
し
て
い
く
。

筑
北
村
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み

中村　弘 議員

質
問　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
が
誘
致
さ

れ
、
そ
の
活
躍
等
に
よ
り
村
の
知
名

度
が
向
上
し
て
い
る
。
村
が
共
同
で

実
施
す
る
事
業
や
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

環
境
整
備
等
に
支
援
す
る
計
画
に
つ

い
て
・
筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

動
内
容
・
会
員
数
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

現
状
は
、
月
～
金
曜
日
ま
で
違
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
で
村
内
全
域
で
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。
会
員
数
は
95
名
（
８

て
き
た
施
策
を
伺
う

村
長　

村
民
の
共
通
事
項
と
し
て「
健

康
長
寿
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
薬
草
栽

培
を
試
み
た
。
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
子
育
て
は
筑
北
村
で
」
と
し
て
、
保

育
料
の
無
料
化
な
ど
多
く
の
取
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。「
交
流
」「
一
緒
・

一
か
所
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も

事
業
実
施
し
て
き
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
議
会
の
承
認
を

得
る
な
か
で
、
地
域
の
公
平
性
、
バ

ラ
ン
ス
性
を
考
慮
し
進
め
て
き
た
。

質
問　

財
政
状
況
が
苦
し
い
中
、
住

民
へ
何
度
も
何
度
も
説
明
を
し
て
い

く
と
い
う
姿
勢
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。住
民
へ「
情
報
発
信
」

す
る
と
い
う
取
組
み
に
つ
い
て
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

　

大
型
予
算
を
組
ん
で
実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
の
前
提
と
な
る
、
村
の

方
向
性
が
わ
か
る
計
画
を
提
示
し
て

い
た
だ
き
た
い

副
村
長　

村
の
全
体
の
方
向
性
は
、

筑
北
村
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
事
業

等
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
中

の
６
章
８
節
に
関
わ
る
位
置
づ
け
と

し
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
筑
北
キ
ャ

ン
パ
ス
の
誘
致
を
進
め
た
。

教
育
長　

サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て
の

月
31
日
現
在
・
86
名
が
村
内
者
）
人

口
の
１
．
８
％
の
会
員
率
で
あ
る
。

今
後
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
筑
北
村
で
楽

し
も
う
」
と
周
辺
市
町
村
か
ら
村
に

訪
れ
た
く
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
加
入
が
少
な

い
若
い
世
代
（
20
代
～
40
代
）
に
ス

ポ
ー
ツ
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
健

康
長
寿
の
村
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　

村
の
災
害
対
応

質
問　

全
国
で
地
震
、
集
中
豪
雨
等

大
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
当
初
予

算
計
上
さ
れ
て
い
る
気
象
観
測
装
置

進
捗
状
況
と
そ
の
事
業
内
容
、
設
置

活
用
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

当
初
の
予
定
と
は
変
更

し
、
気
象
計
（
雨
量
・
風
向
・
風
速
・

湿
度・温
度・日
射
）
を
３
庁
舎
、
乱
橋
、

大
沢
、
別
所
、
仁
熊
、
東
山
、
大
野
田
、

高
萩
の
10
カ
所
に
設
置
す
る
。
携
帯

電
話
回
線
等
に
よ
り
デ
ー
タ
セ
ン
タ

―
に
送
信
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
等
で
情
報

を
取
得
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
業
務

は
委
託
し
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

誰
も
が
閲
覧
可
能
で
あ
り
、
紙
ベ
ー

ス
で
の
対
応
も
考
慮
し
た
い
。

 

え
ご
ま
用
搾
油
機
の
活
用
と

 

は
ぜ
か
け
米
の
Ｐ
Ｒ

質
問　

①
搾
油
機
の
購
入
目
的
・
設

置
場
所
、
購
入
額
、
利
用
規
定
②
作

付
状
況
と
今
後
の
目
標
③
販
路
、
自

家
消
費
と
普
及
方
針
に
つ
い
て
④
は

ぜ
か
け
米
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
尋
ね
る

産
業
課
長　

①
【
目
的
】
え
ご
ま
の

産
地
化
・
商
品
化
に
む
け
て
、
新
し

い
特
産
品
と
し
た
い
。【
場
所
】
坂
井

農
産
物
加
工
施
設
【
購
入
額
】
合
計

で
約
３
２
２
万
（
搾
油
機
・
乾
燥
機
・

水
分
計
・
洗
浄
機
）
財
源
は
県
の
元

気
づ
く
り
支
援
金
と
一
般
財
源
【
利

用
規
定
】
平
成
29
年
度
中
に
作
成
予

定
②
正
確
な
集
計
で
は
な
い
が
、
約

70
件
・
約
１
ｈ
ａ
の
作
付
・
５
０
０

㎏
の
収
穫
が
見
込
ま
れ
る
。
③
直
売

所
で
の
販
売
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
。
普
及
方
針
で
す
が
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
調
理
法
、
健
康
へ
の

効
用
を
紹
介
し
、
販
売
・
普
及
に
努

め
た
い
。
④
ポ
ス
タ
ー
。
桃
太
郎
旗

（
大
・
小
）
作
成
予
定
で
あ
る
。（
財

源
は
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
使

用
）
独
楽
寿
司
・
ヤ
オ
マ
サ
等
県
外

で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
ま
た
食
味
コ
ン
テ

ス
ト
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
た
い
。

質
問　

合
併
当
時
、
菜
種
の
搾
油
機

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
朝
日
村
や

山
形
村
は
各
学
校
ご
と
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
当
村

で
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の
課
題
が
あ
り
、

な
か
な
か
更
新
が
難
し
い
。
小
学
校

の
行
事
等
は
発
信
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

質
問　

情
報
発
信
が
、
ま
だ
ま
だ
不

充
分
と
考
え
る
が
、
学
校
独
自
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
「
子
育
て
は
筑
北
村
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
大

事
で
あ
り
、
若
い
世
代
の
保
護
者
も

利
用
し
て
い
る
。
一
日
で
も
早
く
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
本
体
が
構
築
さ
れ
、
小
・

中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館

の
新
刊
本
を
含
め
情
報
発
信
し
て
行

き
た
い
。

 

運
転
免
許
証
の

 

「
自
主
返
納
」
へ
の
支
援

質
問　

高
齢
者
の
身
体
機
能
の
低
下

や
家
族
の
勧
め
に
よ
り
免
許
証
を
自

主
返
納
す
る
高
齢
者
が
、
県
下
で
は

過
去
最
多
の
昨
年
の
３
，
９
１
７
人

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
当
村
及

び
近
隣
地
域
の
状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長　

昨
年
安
曇
野
警
察
署
管

を
購
入
し
６
次
産
業
化
を
目
指
し
た

が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
反
省
を
生
か
し
、
え
ご
ま
の
搾
油

機
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

 

子
育
て
・
教
育
環
境
が
充
実
し

 

て
い
る
村
と
し
て
の
情
報
発
信小山　正博 議員

質
問　

当
村
及
び
近
隣
地
域
の
小
・

中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
状

況
を
伺
う
。

教
育
長　

当
村
や
麻
績
村
で
は
、
各

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
学
校
の

内
で
返
納
し
た
方
は
２
３
７
人
、
こ

の
内
筑
北
村
で
3
人
、
麻
績
村
で
2

人
、
生
坂
村
で
2
人
。
本
年
8
月
現

在
で
は
１
７
０
人
が
返
納
し
、
当
村

で
は
7
人
。

質
問　

当
村
に
お
い
て
も
大
勢
の
方

が
自
主
返
納
さ
れ
て
い
る
。
返
納
す

る
と
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
タ
ク
シ

ー
乗
車
時
に
提
示
す
る
と
10
％
の
割

引
と
な
る
。
村
と
し
て
の
支
援
策
を

伺
う
。

総
務
課
長　

自
主
返
納
さ
れ
た
方
へ

の
直
接
的
な
支
援
策
は
な
い
が
、
70

歳
以
上
の
住
民
に
は
、
村
バ
ス
乗

車
証
を
配
布
し
、
昨
年
度
で
は
配

布
者
１
，
５
０
１
人
に
対
し
て
、
８
，

６
６
９
回
利
用
し
た
。
返
納
者
に
限

ら
ず
自
家
用
車
が
な
く
て
も
、
日
常

生
活
が
出
来
る
公
的
な
交
通
機
関
の

あ
り
方
を
含
め
、
村
に
ふ
さ
わ
し
い

交
通
体
系
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

 

介
護
予
防
の｢

新
た
な
総
合
事
業｣

質
問　

来
年
度
よ
り
実
施
の
地
域
支

援
事
業
の
全
体
像
及
び
特
徴
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

今
の
要
支
援
者
む

け
の
介
護
予
防
訪
問
事
業
（
訪
問
ヘ

ル
パ
ー
）、
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
、
地
域
支
援
事
業

えごまの搾油機
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と
し
て
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
介
護

予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
に
変
わ

る
。
利
用
者
は
、
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
、
現
行
と
同
じ
業
者
の
現
行

相
当
の
サ
ー
ビ
ス
と
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
問　
「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、

何
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

介
護
予
防
訪
問
型・

通
所
型
い
ず
れ
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
Ａ
・

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
・
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
が
あ
る
。

①
Ａ
は
、
人
員
・
設
備
・
運
営
等
の

基
準
を
緩
和
し
て
、
村
で
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
指
定
す
る
。
②
Ｂ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
住
民
主
体
に
よ
る
支

援
を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
行
う
。

③
Ｃ
は
、
保
健
や
医
療
の
専
門
職
よ

り
3
ヶ
月
程
度
の
短
時
間
で
集
中
的

に
支
援
を
行
う
。
Ｂ
・
Ｃ
は
、
村
と

委
託
契
約
を
締
結
す
る
。

　

行
政
の
透
明
化

太田　守彦 議員

質
問　

道
路
改
良
に
対
す
る
村
の
長

会
で
審
議
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど

は
行
政
側
で
検
討
し
て
方
向
性
を
提

示
す
る
と
い
う
進
め
方
に
つ
い
て
問

題
な
い
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
後
、
補
助

金
の
見
直
し
は
今
回
初
め
て
で
あ
り
、

今
後
は
見
直
し
ル
ー
ル
や
検
討
体
制

な
ど
整
備
す
る
。

　

学
校
教
育

質
問　
「
０
才
か
ら
18
才
ま
で
一
貫
し

た
支
援
」
が
本
村
の
教
育
理
念
で
あ

る
。
筑
北
中
に
通
う
坂
井
地
域
の
中

学
生
を
考
え
た
場
合
、
麻
績
村
教
育

委
員
会
と
真
摯
に
話
し
合
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

筑
北
中
学
校
組
合
教
育
委

員
会
を
通
じ
て
、
筑
北
村
の
検
討
状

況
等
を
お
知
ら
せ
し
、
先
般
は
提
言

書
も
提
出
し
説
明
し
た
。
先
方
か
ら

質
問
等
は
特
に
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

質
問　

麻
績
村
議
会
の
一
般
質
問
が

新
聞
報
道
さ
れ
「
組
合
立
が
解
消
さ

れ
て
も
、
単
独
で
質
の
高
い
教
育
を

提
供
す
る
」
と
の
考
え
だ
が
、
見
解

を
尋
ね
る
。

教
育
長　

２
年
前
に
開
か
れ
た
両
村

に
よ
る
八
者
会
談
の
内
容
と
変
わ
っ

て
い
な
い
印
象
で
あ
る
。

期
計
画
は
何
か
、
お
よ
び
、
そ
の
情

報
開
示
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

過
疎
計
画
お
よ
び
村
の

総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
構
想
を
公

表
し
て
い
る
。
改
良
工
事
の
実
施
年

度
は
優
先
順
位
を
決
め
、
住
民
説
明

し
て
い
る
。

質
問　

実
施
年
度
が
決
ま
っ
た
も
の

は
区
長
会
等
を
通
じ
て
計
画
を
提
示

で
き
な
い
か
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

各
種
料
金
や
補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
進
捗
状
況
、
そ
も
そ
も
検
討
対

象
は
い
く
つ
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

検
討
対
象
は
使
用

料
が
45
余
り
、
補
助
金
は
１
３
１
で

あ
る
。
検
討
に
あ
た
り
他
村
の
状
況

調
査
等
を
行
っ
た
た
め
、
進
捗
は
約

１
ヶ
月
遅
れ
で
あ
る
。

質
問　

検
討
対
象
の
一
覧
を
提
示
し

て
欲
し
い
が
、
い
つ
に
な
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

10
月
の
議
会
全
員

協
議
会
に
一
覧
表
を
提
出
す
る
。

質
問　

上
下
水
道
料
金
は
検
討
委
員

質
問　

小
学
校
に
つ
い
て
、
規
模
の

小
さ
い
学
校
へ
、
多
く
の
児
童
に
と

っ
て
通
学
時
間
が
長
く
な
る
学
校
へ
、

と
い
う
統
合
ケ
ー
ス
を
研
究
さ
れ
た

か
。
ま
た
、
特
に
冬
場
、
実
際
に
児

童
を
通
学
さ
せ
て
影
響
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
検
討
状
況

を
尋
ね
る
。

教
育
長　

規
模
の
大
き
な
学
校
が
小

さ
な
学
校
へ
の
統
合
ケ
ー
ス
を
県
教

育
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
た
が
、
事

例
な
し
と
の
事
だ
っ
た
。
村
で
は
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
最
適
な
教
育
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
を
優
先
と
し
て

考
え
る
。
な
お
、
夏
期
、
冬
期
に
お

け
る
登
下
校
に
つ
い
て
、
学
校
等
統

合
準
備
委
員
会
の
通
学
路
等
検
討
部

会
で
、
来
年
度
の
調
査
、
検
討
を
予

定
し
て
い
る
。

質
問　
「
百
年
の
計
に
立
つ
教
育
」
に

基
づ
く
方
針
と
実
行
が
必
要
で
あ
る
。

 

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て山崎　広道 議員

質
問　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
を
議
会
で
認
定
す

る
こ
と
に
当
た
り
、
村
長
は
決
算
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い

る
か
伺
う
。

村
長　

村
で
は
、
ま
だ
ま
だ
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
業
が
あ
り
、
合

併
し
た
村
の
有
利
な
起
債
を
取
り
入

れ
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
実
質
公
債

費
比
率
を
前
年
度
よ
り
も
減
ら
し
、

６・
７
％
に
改
善
で
き
た
。
基
金
も

６
億
円
余
積
み
立
て
た
。
私
は
お
お

む
ね
、
平
成
27
年
度
決
算
は
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

村
民
が
要
望
し
た
事
業
と
主

要
施
策
で
計
画
し
た
事
業
が
、
適
切

な
時
期
に
実
施
計
画
の
基
で
実
施
で

き
た
事
業
名
と
決
算
額
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
27
年
度
事
業

は
、

①
本
庁
舎
改
修
工
事
の
竣
工

　

決
算
額　

１
億
３
千
万
円
余
り
。

②
図
書
館
工
事

　

決
算
額　

５
千
５
百
万
円

③
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
移
転
工
事

　

決
算
額　

６
千
７
百
万
円

以
上
が
実
施
計
画
に
基
づ
く
主
な
も

の
で
あ
る
。

 

監
査
委
員
か
ら
の
審
査
意
見

 

に
つ
い
て

質
問　

平
成
28
年
度
事
業
の
実
施
に

当
た
り
、
職
員
集
落
担
当
制
の
一
層

の
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

本
年
度
は
、
第
２
次

総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
担
当
地

区
へ
の
説
明
及
び
意
見
集
約
で
あ
る
。

区
に
よ
っ
て
は
敬
老
会
に
出
向
い
た

り
、
防
災
訓
練
で
も
、
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
活
動
し
て
い
る
。
制
度
周

知
の
た
め
、
常
会
等
へ
の
配
布
物
袋

の
返
却
に
携
わ
る
こ
と
で
、
地
域
の

課
題
を
皆
様
と
一
緒
に
考
え
、
活
動

を
進
め
て
い
く
。

質
問　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
で
防

護
柵
・
電
気
柵
等
未
設
置
個
所
の

被
害
は
毎
年
増
加
傾
向
で
あ
る
。
駆

除
対
策
の
強
化
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
個
体
数
の
増
加
も
あ
り
、
効
率

の
上
が
る
捕
獲
態
勢
づ
く
り
に
期
待

し
、
計
画
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

地
元
猟
友
会
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
有
害
鳥
獣

駆
除
に
よ
り
、
一
定
数
の
捕
獲
数
は
あ

る
も
の
の
、
個
体
数
は
減
少
傾
向
に

な
っ
て
い
な
い
。
平
成
28
年
度
坂
井

地
域
で
、
餌
に
よ
り
誘
引
を
し
、
く

く
り
罠
を
設
置
し
て
捕
獲
す
る
。
あ

る
い
は
、
囲
い
罠
の
中
に
餌
を
置
い
て

捕
獲
す
る
等
の
実
証
実
験
を
行
う
。

質
問　

温
泉
施
設
の
経
営
状
態
が
好

転
し
な
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
は
じ

め
と
し
た
、
経
営
内
容
の
指
導
を
ど

う
さ
れ
る
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

温
泉
施
設
に
つ
い

て
は
、
外
部
の
有
識
者
を
含
む
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
委
員
会
を
開
催
し
、
指
定

管
理
者
が
提
供
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
点
検
・
評
価
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
は
、
広
報
誌
や
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
指
定
管

理
者
に
改
善
計
画
等
の
提
出
を
求
め

て
い
る
。

 

集
落（
常
会
）の
再
編
成
に
つ
い
て

宮島　義次 議員

質
問　

常
会
の
中
に
は
、
若
者
の
流

出
と
高
齢
化
に
よ
り
戸
数
が
減
り
、

村
、
区
、
分
館
へ
の
役
割
も
果
た
せ

な
い
常
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
活
力
あ
る
区
、
村
を
維

持
す
る
上
で
、
常
会
再
編
成
に
つ
い

て
村
の
考
え
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

過
疎
化
や
高
齢
化
に
伴

い
、
今
ま
で
で
き
て
い
た
活
動
等
に

支
障
が
出
始
め
、
常
会
の
再
編
成
と

い
う
声
も
出
て
い
る
の
で
、
職
員
集

落
担
当
制
の
実
施
基
本
方
針
の
中
で
、

集
落
の
再
編
等
の
取
り
組
み
及
び
地

域
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
情

報
提
供
を
行
な
う
と
し
、
常
会
の
状

況
把
握
等
に
努
め
て
い
る
。

　

常
会
の
再
編
成
に
対
す
る
考
え
方

は
、
地
域
の
自
主
組
織
で
あ
り
、
ま

た
古
く
か
ら
の
歴
史
等
も
あ
る
の
で

村
側
か
ら
「
こ
の
常
会
と
こ
の
常
会

を
統
合
し
て
は
」
と
言
え
な
い
。
住

民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
地
域
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
、
区
や
常
会
の

中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
る

質
問　

村
も
再
編
成
を
進
め
る
上
で
、

区
、
常
会
の
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

昨
今
の
防
災
報
道
で
も

地
域
力
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て

い
る
の
で
、
区
民
と
も
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

村
も
区
長
か
ら
相
談
さ
れ
れ
ば
一
緒

に
な
っ
て
考
え
た
い
。

道路工事中の表示
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筑
北
村
議
会
に
と
っ
て
、
重
要
な

議
会
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
村
民
の

皆
様
方
と
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
」

が
坂
北
、
坂
井
、
本
城
の
各
地
域
１

会
場
で
８
月
30
日
か
ら
９
月
１
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
３
日
間

で
昨
年
を
上
回
る
63
名
の
皆
さ
ん
に

参
加
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
田
原
市
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

大
田
原
市
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
て
効
果
を
上
げ
て

い
る
事
例
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
、
可
能
性
等
を
研
修
し
ま
し
た
。

導
入
経
緯　

平
成
26
年
６
月
に
市
長

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、
コ
ピ
ー

用
紙
削
減
に
向
け
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議
を
推
進
の
た
め
導
入
し
ま
し

た
。
議
会
は
平
成
27
年
３
月
定
例
会

よ
り
使
用
し
、
議
会
と
執
行
部
が
同

じ
条
件
で
会
議
に
望
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

導
入
目
的　

＊
コ
ピ
ー
用
紙
の
削
減

＊
情
報
伝
達
の
即
時
化
＊
議
会
運
営

の
効
率
化

使
用
例　

①
会
議
シ
ス
テ
ム
（
同
期

会
議
）
②
議
員
で
共
通
で
使
用
す
る

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
（
カ
レ
ン
ダ
ー
・

メ
ー
ル
・
議
会
に
関
す
る
資
料
全
般

等
）
③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
④
災
害

時
の
情
報
収
集
伝
達
（
今
後
活
用
）

効
果
と
課
題　

①
経
費
削
減
（
年

間
削
減
額
２
１
３
万
円
で
経
費

１
６
３
万
円
を
引
く
と
、
50
万
円
の

削
減
）
②
職
員
の
事
務
効
率
が
向
上

（
紙
代
削
減
と
文
書
管
理
）
③
多
彩

今
年
の
懇
談
会
の
内
容
は
、
議
会

側
か
ら
平
成
28
年
度
筑
北
村
予
算
と

主
要
施
策
及
び
総
務
・
社
会
文
教
・

建
設
産
業
の
各
常
任
委
員
会
か
ら
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
参
加
者
か
ら

議
会
に
対
す
る
要
望
・
提
言
と
し
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
例
年
に
な
い
多
く

の
女
性
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

各
会
場
と
も
予
定
時
間
を
超
え
る

活
発
な
発
言
に
よ
り
貴
重
な
意
見
を

頂
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
議
員
は
、
今
回
の
要
望
・

提
言
を
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
議
会

の
活
性
化
や
議
会
活
動
に
つ
な
げ
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
行
政
に
対
す

る
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
10
月

４
日
正
副
議
長
が
、
今
後
の
区
長
会

や
行
政
懇
談
会
な
ど
の
機
会
に
回
答

頂
く
こ
と
を
申
し
添
え
て
村
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
・
要
望
等
は
次
の
と
お
り

行
政
へ
の
意
見
・
要
望
等
　
　
　

・
学
校
統
合
の
住
民
説
明
会
を
開
い

て
、
意
見
を
よ
く
聞
い
て
進
め
て

ほ
し
い
。

な
サ
ー
ビ
ス
を
共
有
で
き
政
策
決
定

機
能
の
強
化
課
題
と
し
て
、
抵
抗
感

（
紙
資
料
の
要
求
一
部
あ
り
）

使
用
し
て
の
感
想　

①
最
初
は
抵
抗

が
あ
る
が
、
今
は
使
い
こ
な
し
て
い

る
。
②
全
て
の
資
料
が
適
用
で
な
く

限
定
さ
れ
て
い
て
、
コ
ピ
ー
資
料
は

一
部
残
る
。（
Ａ
４
の
み
と
予
算
書

は
除
く
等
）
③
ま
だ
導
入
し
た
事
例

が
少
な
く
、
各
種
の
問
題
（
情
報
の

管
理
、
導
入
効
果
等
）
は
あ
る
。

先
進
事
例
を
見
て
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
長　

佐
藤
文
男
）

廃
校
利
用
活
用
に
つ
い
て

栃
木
県
大
田
原
市
の
廃
校
利
用
の

現
況
は
、
後
利
用
を
実
施
し
て
い
る

学
校
は
４
校
で
、
そ
の
中
の
１
校
で

あ
る
旧
蜂
巣
小
学
校
の
事
業
内
容
を

・
国
道
４
０
３
号
の
道
路
改
良
（
安

曇
野
市
側
）
を
、
建
設
事
務
所
に

要
望
し
て
ほ
し
い
。

・
特
定
地
区
公
園
事
業
で
、
予
算
は

こ
れ
か
ら
増
え
る
の
か
。

　

予
算
は
こ
れ
で
収
ま
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
維
持
管
理
費
は
ど

　

う
な
る
の
か
。
維
持
費
の
予
定

は
。
予
算
が
オ
ー
バ
ー
し
な
い
よ

う
お
願
い
す
る
。

・
特
定
地
区
防
災
公
園
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
が
遅
れ
た
。
市
民
タ

イ
ム
ス
に
乗
る
前
に
住
民
に
知
ら

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
キ
ャ
ダ
ッ
ク
の
工
場
跡
地
は
ど
う

す
る
の
か
。
村
と
し
て
ど
う
対
処

し
て
い
る
か
。

・
個
人
で
空
き
家
を
売
買
し
て
い
る

が
、
他
の
地
域
か
ら
様
々
な
人
が

入
っ
て
く
る
。
問
題
の
あ
る
人
が

入
る
恐
れ
も
あ
る
。
村
の
許
可
を

得
る
な
ど
条
例
化
で
き
な
い
か
。

・
新
し
い
人
た
ち
が
村
に
入
っ
て
き

て
い
る
。
話
を
聞
い
て
新
し
い
企

画
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
告
知
放
送
が
災
害
時
な
ど
停
電
の

場
合
に
聞
こ
え
な
い
と
思
う
が
想

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

・
子
ど
も
た
ち
の
良
い
教
育
の
た
め
に

中
学
校
の
統
合
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

視
察
し
ま
し
た
。

旧
蜂
巣
小
学
校
は
、
明
治
８
年
９

月
に
開
達
学
校
の
分
校
と
し
て
創
立

し
、
総
卒
業
生
２
，
０
８
０
人
で
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法

人
エ
ル
ム
福
祉
会
が
運
営
す
る
、
事

業
所
名
称
「hikarinocafe

蜂
巣
小

珈
琲
店
」（
障
害
者
就
労
支
援
施
設
）

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
労
継
続
支
援
事
業
Ａ
型
利
用
の

方
は
、
カ
フ
ェ
で
の
接
客
業
務
と
厨

房
で
の
調
理
補
助
業
務
を
行
い
ま

す
。
Ｂ
型
利
用
の
方
は
、
焼
き
菓
子

（
ケ
ー
キ
・
ス
コ
ー
ン
な
ど
）
の
製

造
販
売
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

10
月
19
日
の
ラ
ン
チ
は
、
多
勢
の

人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

木
造
平
屋
建
の
旧
小
学
校
で
あ
る

こ
と
を
活
用
し
て
、
空
き
教
室
は
、、

地
域
の
芸
術
家
の
方
へ
絵
画
な
ど
の

・
小
学
校
の
子
ど
も
が
少
な
い
。
定

住
促
進
な
ど
将
来
ど
の
よ
う
な
事

を
し
て
い
っ
て
頂
け
る
の
か
。

議
会
へ
の
意
見
・
要
望
等
　
　
　

・
懇
談
会
は
形
式
的
で
、
威
圧
感
が
あ

り
も
っ
と
意
見
を
出
し
や
す
い
雰
囲

気
（
環
境
）
と
し
て
ほ
し
い
。

・
議
員
と
し
て
、
も
っ
と
提
案
活
動
を

す
べ
き
と
思
う
。

・
議
会
だ
よ
り
の
内
容
を
常
会
等
で
あ

る
程
度
説
明
す
る
と
も
っ
と
活
き
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。

・
議
会
だ
よ
り
を
見
て
い
る
が
、
審
議

内
容
な
ど
が
見
え
て
こ
な
い
。

・
筑
北
村
・
麻
績
村
の
議
員
交
流
を
密

に
し
て
ほ
し
い
。

＊
村
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
、
全
て
の

意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
は
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
場
所
と
し
て
提
供
し
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
団
体
・
音
楽
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
皆
様
に
は
、
校
庭
・
体
育
館
・

音
楽
室
な
ど
を
練
習
や
発
表
の
場
と

し
て
利
用
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

蜂
巣
小
珈
琲
店
は
、
地
域
の
皆
様

へ
、
活
動
の
機
会
と
場
所
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
貢
献
と
活
性

化
事
業
実
施
の
一
よ
く
を
担
っ
て

い
る
様
子
が
わ
か
り
、
廃
校
利
用
が

う
ま
く
い
っ
た
一
例
と
わ
か
り
ま

し
た
。

（
社
会
文
教
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

広
道
）

　
さ
る
10
月
25
日
、
青
木
村
議
員
と

の
懇
談
会
が
青
木
村
に
て
開
か
れ
ま

　
村
民
と
議
会
議
員
の

　
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

　
10
月
18
日
～
19
日
栃
木
県

　
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

 

青
木
村
と
の
議
会
議
員
懇
談
会 村民の皆様方との懇談会

（坂井会議）

大田原市議会使用の
タブレット端末

hikari no café
蜂巣小珈琲店

ギャラリーとして活用

質
問　

再
編
成
を
必
要
と
す
る
常
会

が
村
の
中
に
幾
つ
位
あ
る
の
か
、
ま

た
、
把
握
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

把
握
で
き
て
い
な
い
の

が
現
実
で
あ
る
。
単
な
る
人
数
合
わ

せ
だ
け
で
い
い
と
言
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
答
え
は
出
せ
る
と
思
う
が
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
加
味
し
て
い
く
こ

と
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
と
ど
こ
が
一
緒

に
な
れ
ば
と
言
う
の
は
難
し
い
と
思

っ
て
い
る
。

質
問　

村
に
は
区
長
会
が
あ
る
。
こ

こ
で
区
の
実
情
等
を
把
握
し
、
常
会

再
編
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

区
長
会
の
中
で
ど
ん
な

対
応
が
で
き
る
か
分
ら
な
い
が
、
区

長
の
皆
さ
ん
に
は
報
告
す
る
。
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議　会　日　誌

9月
16日
22日
26日
30日

筑北小学校、坂井小学校運動会
第１回きささげふるさとコンサート
長野県町村議会議長会政務調査会部会
聖南中学校きささげ祭・筑北中学校筑北祭

10月
1日
2日
5日

5～6日
11日
14日

18～19日
25日
26日
29日
31日

筑北ひまわり保育園、坂井保育園運動会
坂北、坂井地域体育祭
東筑摩郡筑北保健衛生施設組合監査
松本広域連合議会消防委員会視察研修
穂高広域施設組合議会
第25回全国消防操法大会
議会議員視察研修
筑北村・青木村議会議員懇談会
長野県町村議会議長会定期総会
筑北村文化祭
県道真田新田線改良促進期成同盟会県要望

11月
1日
4日
7日

8日
9～10日
10日
11日

14～15日

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会運営委員会
東筑摩郡議員大会決議事項県要望
東筑摩郡筑北保健衛生施設組合議会
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会
松本広域連合議会運営委員会
町村議長全国大会
長野県地方自治政策課題研修会
北部３ヶ村議会議員懇談会
スマートインター整備に係る中央要望

し
た
。

議
題
と
し
て
は
２
点
で
、

①
防
災
機
能
を
備
え
た
公
園
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
る
さ
と
公
園
あ

お
き
」
に
つ
い
て
、

②
道
の
駅
と
し
て
全
国
35
ヶ
所
の
モ
デ

ル
駅
に
選
ば
れ
た
「
道
の
駅
あ
お
き

高
機
能
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
、

現
地
視
察
を
含
め
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

特
に
特
定
地
区
公
園
整
備
事
業
が

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
村
に

お
い
て
「
ふ
る
さ
と
公
園
あ
お
き
」

の
視
察
は
参
考
と
な
る
点
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、「
道
の
駅
あ
お
き
」
に
つ

い
て
は
、
直
売
所
の
売
り
場
面
積
を

倍
増
さ
せ
る
な
ど
、
新
た
な
道
の
駅

の
拠
点
化
に
向
け
て
の
大
型
事
業
が

始
ま
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、「
ふ
る
さ
と
公
園
あ
お
き
」

は
道
の
駅
あ
お
き
の
向
か
い
側
と
な

り
ま
す
。
修
那
羅
峠
を
越
え
て
上
田

方
面
へ
行
か
れ
る
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
直
売
所
だ
け
で
な
く
、
道
向
か

い
の
公
園
へ
是
非
立
ち
寄
っ
て
み
て

下
さ
い
。

 

（
太
田　

守
彦
議
員
）

ふるさと公園あおき　案内板

平成28年9月 定例会審議内容
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

専
決

専決処分の承認を求めることについて
筑北村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例

原案承認
全員賛成

決
算
認
定
・
条
例
の
一
部
改
正

平成 27 年度筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定
全員賛成

平成 27 年度筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村差切狭温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成 27 年度筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

予
　
　
　
　
　
算

平成 28 年度筑北村一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決
全員賛成

平成 28 年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

平成 28 年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） 〃

平成 28 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

平成 28 年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

平成 28 年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 〃

平成 28 年度筑北村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成 28 年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 〃

平成 28 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第１号） 〃

平成 28 年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 〃

平成 28 年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃

平成 28 年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成 28 年度筑北村合併浄化槽特別会計補正予算（第 2 号） 〃

請
願

陳
情

国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める請願書 採択

私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 〃

子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を求める長野県への意見書を求める陳情 〃

意 

見 

書

・国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
・私立高校への公費助成に関する意見書
・子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を求める長野県への意見書
＊関係機関へ意見書の送付を行いました。
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【
第
３
回
修
那
羅
石
仏
群
学
習
会
】

９
月
10
日
（
土
）
第
３
回
の
学
習
会

を
開
催
し
、
講
師
の
宮
下
健
司
先
生
と

参
加
者
28
名
で
、
近
隣
の
修
那
羅
信
仰

に
所
縁
の
あ
る
地
を
訪
ね
ま
し
た
。

最
初
に
訪
ね
た
の
は
、
千
曲
市
更
埴

の
霊
諍
山
（
れ
い
し
ょ
う
ざ
ん
）
で
す
。

こ
こ
で
は
、
霊
諍
山
を
開
い
た
北
川
原

権
兵
衛
や
大
天
武
の
弟
子
和
田
辰
五
郎

の
子
孫
の
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
７
人
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
地
を
守
っ
て
き
た
先
祖
の
思
い
や
苦

労
話
等
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
猫
神
や
鬼
・
摩
利
支
天
、

奪
衣
婆
、
大
日
如
来
、
子
育
地
蔵
等
、

修
那
羅
に
よ
く
似
た
約
百
体
の
石
神
仏

が
あ
り
、
そ
の
一
体
一
体
が
実
に
素
朴

で
愛
ら
し
く
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
訪
れ
た
の
は
、
長
野
市
新
田
地

区
に
あ
る
岡
田
修
那
羅
山
で
す
。
霊
諍

山
で
お
世
話
に
な
っ
た
２
人
も
加
わ
り

約
40
分
の
山
道
を
歩
き
到
着
。
雑
木
林

第
11
回
筑
北
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が

10
月
15
日
（
土
）
南
長
野
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
46
名
の
方
が
参
加

し
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
幅

広
い
年
齢
層
が
集
ま
り
ゴ
ル
フ
を
通

し
て
の
懇
親
が
深
ま
り
ま
し
た
。

結
果

・
優　

勝　

比
田
井
道
徳
さ
ん

・
準
優
勝　

久
保
田
房
男
さ
ん

・
第
３
位　

宮
澤　

文
章
さ
ん

の
中
に
は
、
約
20
体
の
石
仏
が
ひ
っ
そ

り
と
佇
ん
で
い
ま
し
た
。「
修
那
羅
天

武
神
」「
開
心
行
者
和
田
辰
五
郎
」
と

彫
ら
れ
た
石
碑
や
祠
等
も
あ
り
、
修
那

羅
安
宮
神
社
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
感

じ
ま
し
た
。
今
で
は
地
元
の
方
も
訪
れ

る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
が
、
宮
坂
宮
司
に
祝
詞
を
上
げ
て

も
ら
い
、
大
天
武
開
山
の
地
か
ら
私
た

ち
が
訪
れ
た
こ
と
を
石
仏
た
ち
も
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

修
那
羅
大
天
武
の
縁
で
多
く
の
人
が

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た

一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
、
私
達
は
宮
下
健
司
先
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
修

那
羅
石
仏
群
保
存
や
活
用
を
図
る
た
め

の
大
き
な
足
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

霊諍山
岡田修那羅山

修那羅石仏群調査研究等取り組み状況報告
村では修那羅石仏群の保護や観光として、

活用するため石仏群の個体数の調査や希少性
について、調査研究を進めています。また、
本年度「知ろう」「学ぼう」として学習会を行い、
大勢の皆様にご参加をいただきました。

この調査を基に、観光資源としてどのように活用していくか検討し
ているところであり、今後の事業推進の参考とするため、村民の皆様
からご意見等いただければと思います。

第
11
回

筑
北
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

宿
泊
行
事「
は
じ
め
て
の
出
張
」

　
　  

教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
支
援
課

優勝した比田井道徳さん

先
月
、
10
月
30
日
（
日
）
の
夕
方

７
時
よ
り
、
31
日
（
月
）
の
朝
８
時

ま
で
、
筑
北
小
学
校
・
坂
井
小
学
校

の
４
年
生
21
名
が
参
加
し
て
、
長
野

県
下
の
４
年
生
で
は
初
め
て
と
な
る

宿
泊
行
事
が
、
松
本
東
横
イ
ン
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

事
務
局
か
ら
３
名
、
両
小
学
校
か
ら

も
２
名
の
先
生
方
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

目
的
と
し
て
、「
保
護
者
と
離
れ

て
、
一
人
で
宿
泊
す
る
体
験
を
通
し

て
、
自
立
心
の
基
本
的
資
質
を
醸
成

す
る
こ
と
。」
及
び
「
フ
ロ
ン
ト
係

や
朝
食
係
、
清
掃
係
等
、
ホ
テ
ル
を

支
え
て
い
る
様
々
な
方
々
と
の
触
れ

合
い
を
通
し
て
、
社
会
に
は
い
ろ

い
ろ
な
職
業
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
小
学
校
中
学
年
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
目
標
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
『
情
報
活
用
力
』
や
『
将
来
設
定

能
力
』
等
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。」
の
二
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
二
点
の
目
標
を
踏
ま

え
、
教
育
委
員
会
事
務
局
と
し
て

は
、
ホ
テ
ル
、
校
長
会
・
教
頭
会
と

の
事
前
打
合
せ
、
保
護
者
懇
談
会
、

事
前
学
習
会
等
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
面
に
留
意
し
な
が
ら
、
自
主
的
・

主
体
的
に
動
け
る
よ
う
に
、
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
人
一
人
の
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
か
ら
始
ま
り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
一
部
で
は
、
鍵
の
使
い
方
、

Ｔ
・
Ｖ
の
使
い
方
、
モ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
ー
ル
の
セ
ッ
ト
の
仕
方
、
自
分
が

寝
る
た
め
の
枕
の
セ
ッ
ト
等
を
行
い

ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
二
部
で

は
、
出
張
に
来
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に

な
っ
て
の
「
名
刺
交
換
」、
両
小
学

校
で
の
外
国
活
動
の
体
験
を
踏
ま
え

た
「
英
語
で
の
挨
拶
」
と
、
キ
ャ
リ

ア
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
朝
６
時
20
分
よ
り
、
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
朝
食
を
と
り
、
支

配
人
か
ら
一
人
一
人
に
、
出
張
証
明

書
を
い
た
だ
き
、
元
気
よ
く
学
校
に

朝
８
時
30
分
頃
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

２
日
間
の
様
子
は
、
31
日
（
月
）

夕
方
の
テ
レ
ビ
の
中
で
、
モ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
ー
ル
の
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

仲
間
と
相
談
し
な
が
ら
喜
々
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
や
、
翌
日

の
市
民
タ
イ
ム
ズ
に
、「
名
刺
交
換

は
、
大
人
の
先
取
り
み
た
い
で
楽
し

か
っ
た
。」
と
、
感
想
を
述
べ
る
子

ど
も
の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

帰
校
後
、
し
ば
ら
く
し
て
先
生
方

か
ら
、「
将
来
、
ホ
テ
ル
に
か
か
わ

る
職
業
に
就
き
た
い
。」、「
大
き
な

枕
カ
バ
ー
を
付
け
る
こ
と
が
大
変

だ
っ
た
。」
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の

感
想
が
事
務
局
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
務
局
と
し
て
も
、
来
年
度
以

降
、
４
年
生
の
宿
泊
行
事
を
、
学
校

教
育
と
社
会
教
育
と
の
か
か
わ
り

で
、
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
野
県
は
こ
れ
ま
で
住
民
運
動
、

事
業
者
の
自
主
規
制
、
行
政
の
啓
発

に
よ
り
、
県
民
運
動
と
し
て
地
域
ぐ

る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等
の
発
展
・
普

及
な
ど
の
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化

の
中
で
、
子
ど
も
の
性
被
害
が
増
加

し
、
看
過
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
性
教
育
等
の
充
実
や

県
民
運
動
の
活
性
化
、
性
行
為
等
に

対
す
る
処
罰
規
定
、
被
害
者
支
援
を

含
む
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
県
民
運
動

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
長
野
県

の
伝
統
と
特
性
を
生
か
し
た
子
ど
も

を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
新
た
な

仕
組
み
を
作
る
も
の
で
す
。

名刺交換をする児童たち

長
野
県
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら

守
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

大人の
責任

調査をしている様子
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応
援
団
の
細
尾
武
雄
さ
ん
と
一
緒

に
２
度
目
の
苗
植
え
で
す
。
秋
の
方

が
た
く
さ
ん
の
白
菜
が
と
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
春
の
経
験
を
い
か

し
、
た
く
さ
ん
収
穫
し
た
い
で
す
。

収
穫
し
た
白
菜
は
、
11
月
下
旬
～

12
月
上
旬
に
販
売
す
る
予
定
で
す
。

販
売
時
間
、
販
売
場
所
等
詳
し
い

こ
と
は
村
内
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
よ
く
雨
が
降
り
ま
す
。
９

月
23
日
に
稲
刈
り
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
予

備
日
の
前
日
も
あ
ま
り
天
気
が
良
く

な
く
、
心
配
で
し
た
。

応
援
団
の
久
保
田
昌
志
さ
ん
と
一

緒
に
作
業
し
、無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

収
穫
し
た
米
は
、
給
食
室
へ
の
出

入
り
口
と
な
る
坂
道
手
す
り
に
干
し

ま
し
た
。

安
協
の
皆
さ
ん
に
も
応
援
団
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
校
庭
の
模

擬
道
路
で
、
歩
行
や
自
転
車
運
転
に

つ
い
て
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実

際
の
道
路
を
使
っ
て
の
訓
練
で
は
、

要
所
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
確

認
と
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

応
援
団
と
の
活
動
の
様
子
を
こ
れ

か
ら
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

筑
北
小
学
校
　
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
　
つ
つ
じ
応
援
団

つ
つ
じ
応
援
団
と
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

西
条
は
く
さ
い
栽
培

稲
刈
り

交
通
安
全
教
室本城コーラス

麻績コーラス

応援団・宮入さん指揮のもと全参加者で「ふるさと」 波田少年少女合唱団

坂北コーラス
波田少年少女
合唱団一年生

童謡を歌う会　楽しむ会

第
一
回

き
さ
さ
げ
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

�

開
催

９
月
22
日
（
木
）
秋
分

の
日
。
き
さ
さ
げ
夢
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ
「D

iscover

・

筑
北
村
～
ふ
る
さ
と
筑
北

村
の
再
発
見
～
」、
き
さ

さ
げ
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅰ
「
全
校
混
声
合
唱
団　

コ
ー
ル
・
聖
南
」
の
も
と

企
画
さ
れ
た
『
第
一
回

き
さ
さ
げ
ふ
る
さ
と
コ
ン

サ
ー
ト
』
が
盛
会
の
内
に

終
わ
り
ま
し
た
。
出
演
者

は
筑
北
に
あ
る
六
つ
の
合

唱
団
と
コ
ー
ル
・
聖
南
、

そ
し
て
招
待
演
奏
の
波
田

少
年
少
女
合
唱
団
約
50
名
を
含
む

２
０
０
余
名
。
来
場
者
は
保
護
者
、

地
域
の
方
を
中
心
と
し
た
２
０
０
名

余
り
。

「
波
田
少
年
少
女
合
唱
団
の
き
れ

い
な
歌
声
に
ふ
る
え
た
よ
」「
ど
の

合
唱
団
も
き
れ
い
で
一
生
懸
命
で
感

動
し
た
」
な
ど
の
声
を
来
場
者
の

方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
演

者
か
ら
は
「
小
さ
な
地
域
の
中
で
で

き
た
こ
と
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。」

「
と
て
も
い
い
半
日
だ
っ
た
。
み
ん

な
で
満
足
度
１
０
０
％
だ
と
話
し
ま

し
た
。」
な
ど
の
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
総
勢
で
四
百
名
を
越
す
筑
北

地
域
の
方
々
の
大
き
な
拍
手
で
聖
南

中
学
校
体
育
館
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
い
た
だ

い
た
筑
北
地
域
の
合
唱
団
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
合
唱
団
と
の
連
絡
、
ポ
ス
タ
ー

貼
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
手
配
、

駐
車
場
の
整
理
等
々
、
ま
さ
に
地
域

と
学
校
を
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
信

州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
『
き

さ
さ
げ
応
援
団
』
の
皆
様
の
力
で
実

現
で
き
ま
し

た
。
お
礼
を

申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
聖
南
中
体
育
館
に
響
き
合
う「
筑
北
の
歌
声
」と「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
」

　
　
　
～
六
合
唱
団
、
波
田
少
年
少
女
合
唱
団
、
コ
ー
ル
・
聖
南
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～

応援団長挨拶

平成28年度　地域発　元気づくり支援金事業



35 34

  

筑
北
尺
八
同
好
会

第
12
回 

ち
く
ほ
く
朝
さ
ん
ぽ

第
二
弾
は
、『
筑
北
尺
八
同
好
会
』

を
紹
介
し
ま
す
。

会
の
発
足
は
平
成
18
年
で
、
初
め

の
１
～
２
年
は
筑
北
の
良
質
な
竹
を

使
っ
て
尺
八
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て

み
よ
う
と
い
う
尺
八
作
り
の
同
好
会

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
せ
っ

か
く
作
っ
た
の
だ
か
ら
吹
い
て
み
た

い
」
と
な
り
演
奏
の
練
習
を
始
め
て

７
～
８
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
女

性
３
名
を
含
む
13
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
村
の
文
化
祭
を
は
じ
め
、

村
内
外
で
演
奏
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
先
日
も
松
本
の
音
文
で
開
か

れ
た
「
第
10
回
三
世
代
文
化
交
流
大

会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

今
で
は
村
外
か
ら
４
名
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
話
を
伺
う

と
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
興
味
が
あ
っ

て
自
分
で
作
っ
て
み
た
く
て
始
め
ま

し
た
。」「
趣
味
で
一
人
で
練
習
し
て

い
ま
し
た
が
、
仲
間
を
探
し
て
い
て

ネ
ッ
ト
で
こ
の
会
を
み
つ
け
ま
し

た
。」
み
な
さ
ん
仲
間
と
の
練
習
を

楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

尺
八
を
吹
く
と
腹
筋
を
は
じ
め
体

全
体
を
使
い
、
健
康
の
た
め
に
も
な

り
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
尺
八

が
生
き
が
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、

思
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。
一
緒
に
尺
八
を
吹
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

第
12
回
目
と
な
る
ち
く
ほ
く
朝
さ

ん
ぽ
が
10
月
８
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
発
案
で
、
歩
い
て
地
域
の
魅
力
を

発
見
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
か
ら
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
村
で
化

学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
、
穀
物
類

を
栽
培
す
る
農
家
グ
ル
ー
プ
「
信
州

ち
く
ほ
く
雑
穀
フ
ァ
ー
ム
」（
以
下

雑
穀
フ
ァ
ー
ム
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、
ラ
ン
チ
付
き

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
坂
北
地
域
に
あ
る
差
切

峡
温
泉
坂
北
荘
か
ら
出
発
し
、赤
松
・

細
田
集
落
を
歩
き
、
昔
な
が
ら
の
面

影
を
残
す
田
園
風
景
を
楽
し
み
ま

し
た
。

続
い
て
、
雑
穀
フ
ァ
ー
ム
の
圃
場

へ
向
か
い
ま
す
。
予
定
さ
れ
て
い
た

エ
ゴ
マ
の
収
穫
体
験
は
、
続
く
長
雨

の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

畑
を
見
学
し
て
雑
穀
の
栽
培
中
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
ラ
ン
チ

で
す
。
雑
穀
フ
ァ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

や
地
域
の
方
た
ち
に
よ
り
、
羽
釜
で

炊
い
た
ご
は
ん
、
つ
き
た
て
お
餅
、

天
然
の
き
の
こ
汁
な
ど
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
村
の
秋
の
味
覚
を
存
分
に

味
わ
い
ま
し
た
。

歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
じ
っ
く
り
と
村

を
味
わ
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

さんぽの様子

羽釜でごはん

塩
筑
・
木
曽
大
会
新
人
戦

　
剣
道
男
子
個
人
の
部

優
勝
！

坂
井
地
域
桂
石
氷
室
の
関
森
悠
稀

君
（
筑
北
中
２
年
）
が
、
中
体
連
塩

筑
・
木
曽
大
会
新
人
戦
剣
道
男
子
個

人
の
部
に
於
い
て
優
勝
し
、
10
月
29

日
の
中
信
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

前
回
の
夏
の
大
会
で
も
好
成
績
を

収
め
て
い
る
の
で
そ
の
経
験
を
活
か

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
団
体
戦
も
２
位
で
中
信
地

区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も

好
成
績
が
期
待
で
き
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

心
の
伝
言
板
○45

旧
制
松
本
中
学
校
初
代
校
長

　 

　
小
林 

有
也

小
林
有
也
（
う
な
り
）
と
い
う
と
、

国
宝
松
本
城
天
守
閣
（
現
存
最
古
の

五
重
六
階
天
守
閣
）
の
修
理
保
存
活

動
に
尽
力
し
松
本
城
を
守
っ
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
９
年
、
筑
摩
県
下
最
初
の
中

学
校
と
し
て
誕
生
し
た
現
在
の
松
本

深
志
高
等
学
校
は
、
今
年
、
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
小
林

有
也
は
、
そ
の
初
代
校
長
に
29
歳
で

抜
て
き
さ
れ
、
以
後
、
30
年
間
在
職

し
、
在
職
中
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
深
志
高
校
の
特
色
で
あ

り
伝
統
で
あ
る
「
自
治
の
精
神
」
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
時
代
は
、
日

清
、
日
露
戦
争
か
ら
第
１
次
世
界
大

戦
へ
。
教
育
体
制
も
国
家
主
義
的
な

価
値
観
に
向
か
う
中
で
の
自
治
活
動

の
尊
重
は
、
異
例
で
あ
り
勇
気
あ
る

方
針
で
も
あ
り
ま
し
た
。

有
也
は
、
常
に
生
徒
の
人
格
を
最

大
限
尊
重
し
、
ど
の
生
徒
に
対
し
て

も
挨
拶
さ
れ
た
以
上
に
深
く
頭
を
下

げ
て
挨
拶
を
返
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
質
素
な
身
な
り
だ
っ
た

の
で
学
校
を
訪
れ
た
新
聞
記
者
に
用

務
員
と
間
違
え
ら
れ
た
と
い
う
話
は

有
名
で
す
。

大
正
３
年
、
有
也
は
病
の
床
に
伏

し
ま
し
た
。
病
状
は
心
配
し
て
い
る

生
徒
た
ち
に
掲
示
板
で
毎
日
詳
し
く

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
有
也
は
、
死
に

臨
み
生
徒
た
ち
に
次
の
３
カ
条
を
残

し
ま
し
た
。

一
、
諸
子
は
あ
く
ま
で
精
神
的
に
勉
学

　
せ
よ

二
、
し
こ
う
し
て
、
大
い
に
身
体
の
強

　
健
を
は
か
れ

三
、
決
し
て
現
代
の
悪
風
潮
に
染
み
、

　
堕
落
す
る
が
ご
と
き
事
あ
る
べ
か
ら
ず

死
の
翌
日
、
全
校
集
会
で
遺
訓
が

発
表
さ
れ
、
死
の
淵
で
な
お
自
分
た

ち
の
こ
と
を
深
く
思
っ
て
い
た
校
長

先
生
を
偲
び
嗚
咽
の
声
が
響
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
訓
は
、
深
志
高
校
の
生
徒

や
卒
業
生
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
青

少
年
や
私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
も
永

遠
の
指
針
と
い
え
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

優勝した関森君（左）

 

情 

熱
　 

筑
北
の
人

♪
聖
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
・

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
初
出
場
♪

10
月
29
日
、
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン

テ
ス
ト
の
小
編
成
の
部
に
創
部
以
来

初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
よ
り
上
を
目

指
し
た
い
と
い
う
部
員
の
気
持
ち
で
、

９
月
中
旬
に
、
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
県
大
会
で
発
表
し
、
金
賞

を
獲
得
し
た
楽
曲
を
、
録
音
テ
ー
プ

に
納
め
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
10
月
初

め
に
本
選
出
場
決
定
の
連
絡
が
き
ま

し
た
。
本
選
に
は
、
全
国
か
ら
36
校

が
出
場
し
、
県
内
か
ら
は
本
校
の
み

の
中
で
、
堂
々
と
演
奏
し
、
優
秀
賞

を
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
吹
奏
楽

部
は
、素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
ま
し
た
。

全国大会初出場達成
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コ
ラ
ム

今
年
の
台
風
は
例
年
に
な
く
多

か
っ
た
。
特
に
10
号
台
風
は
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、
本
州
の
太
平
洋

側
を
ぐ
る
り
と
１
周
し
、
東
北
に
抜

け
た
。
長
寿
台
風
と
な
り
、
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
い
つ
、

ど
こ
で
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
昨
今
で
あ
る
。

今
年
は
９
月
に
入
り
雨
が
降
り
続

き
、
農
作
物
に
与
え
た
影
響
は
、
図

り
知
れ
な
い
。
い
つ
稲
刈
り
を
し
た

ら
良
い
か
、
判
断
に
苦
し
ん
だ
方
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ハ
ゼ
か

け
米
は
ハ
ゼ
で
黒
く
な
り
、
脱
穀
を

す
る
日
が
な
く
農
家
を
苦
し
め
た
よ

う
だ
。
昔
の
よ
う
に
６
月
に
田
植
え

を
し
、
10
月
に
稲
刈
り
を
す
る
。
そ

ん
な
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
来
年

こ
そ
は
、
６
月
に
田
植
え
と
思
う
が
、

周
り
が
競
っ
て
早
く
田
植
え
を
す
る

風
潮
が
あ
る
。
も
う
一
つ
毎
年
迷
う

事
が
、
は
ぜ
か
け
に
ビ
ニ
ー
ル
を
被

せ
る
こ
と
が
良
い
の
か
迷
う
。「
今
年

は
雨
が
多
い
の
で
被
せ
な
い
ほ
う
が

い
い
」
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
。
一

度
検
証
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
の
で

は
と
、
思
っ
て
い
る
。

自
然
を
相
手
の
農
業
は
、
毎
日
の

天
気
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
。

 

や
ん
ば
ば

稲
の
実
り
を
感
じ
る
秋
初
頭
の
時

季
に
、
村
の
有
志
の
方
が
、
村
内
外

者
を
集
め
て
、
筑
北
の
三
山
で
も
あ

る
四
阿
屋
山
（
１
３
８
７
ｍ
）
の
登

山
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
筑
北
の
山
を
、
村
内
外
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
目
的
で
、
毎
年

９
月
１
日
に
行
わ
れ
る
山
頂
の
四
阿

屋
神
社
秋
季
例
祭
に
合
わ
せ
て
、
登

山
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
地

元
の
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
蹴
球
部

員
や
村
内
外
者
を
合
わ
せ
て
20
人
以

上
が
参
加
し
、
１
時
間
半
か
け
て
、

坂
北
中
村
ル
ー
ト
か
ら
登
り
ま
し
た
。

神
社
に
到
着
す
る
と
参
加
者
も
、

例
祭
神
事
を
神
社
の
外
か
ら
見
守

り
、
参
拝
し
ま
し
た
。
山
頂
広
場
で

宮
坂
宮
司
か
ら
四
阿
屋
山
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

お
昼
休
憩
を
取
り
下
山
、
途
中
の

見
晴
台
か
ら
の
安
曇
野
や
北
ア
ル
プ

ス
連
峰
の
景
色
に
、
参
加
者
の
話
も

弾
み
ま
し
た
。

下
山
後
、
坂
北
や
さ
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ

へ
案
内
し
て
、
買
い
物
ツ
ア
ー
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

四阿屋山

ツアー企画

出発前の高校生とツアー登山者出発前の高校生とツアー登山者

例祭神事の様子

下山して笑顔が満ちるツアー参加者

話を聞きいる参加者

農産物買い物

館
報
編
集
後
記

「
こ
ん
な
稲
刈
り
、
三
十
年
稲

作
っ
て
い
て
初
め
て
だ
。」
い
た
る

と
こ
ろ
で
そ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し

た
。
今
年
の
稲
刈
り
は
、
長
雨
と

台
風
の
影
響
で
、
い
よ
い
よ
収
穫

と
い
う
段
階
で
苦
労
を
さ
れ
た
方

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
稲
と
わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、

動
物
と
植
物
と
い
う
か
け
は
な
れ

た
間
柄
で
は
な
く
生
死
を
と
も
に

し
て
生
き
抜
い
て
き
た
、
か
け
が

え
の
な
い
仲
間
同
士
と
い
う
間
柄

な
の
で
す
」『
稲
作
と
日
本
人
』
と

い
う
力
強
い
油
絵
と
と
も
に
日
本

に
お
け
る
稲
作
二
千
数
百
年
の
歴

史
が
綴
ら
れ
た
絵
本
の
帯
文
で
す
。

今
で
こ
そ
、
悪
天
候
で
も
飢
饉
の

よ
う
な
状
態
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
礎
は
先
人
た
ち
の
生
死

を
か
け
た
歴
史
と
技
術
の
進
歩
で

築
か
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
農
業
の
衰
退
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
問
題
、
昔
の
人
々
が
苦
労
し

て
築
き
上
げ
て
き
た
稲
作
と
い
う

文
化
が
荒
れ
始
め
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
稲
作
と
き
っ
て
も
き
れ
な

い
農
村
の
風
景
と
日
本
人
の
こ
こ

ろ
に
目
を
向
け
る
時
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

 

の
ら
や

西條神社は聖南町と西条の神楽と舞が奉納された。聖南町では子ども達が祭囃子の太鼓に挑
戦していた。西条は以前から子ども達が太鼓と笛に参加し、笛は女性も演奏している。時代と
共に様変わりする祭りですが、西條神社は子どもや若者が伝統を受け継いでいる。

刈谷沢神明宮　「いちの鳥居にて獅子舞の奉納」
豊栄の舞の奉納・藤森さんのコンサートがあった

諏訪神社　子ども相撲は今年初めて
企画され、子供たちは大喜びでした。
昔はお盆に行われていたそうです。

　

諏
訪
神
社
の
屋
台

は
、
今
年
４
台
が
練

り
こ
み
ま
し
た
。
屋

台
の
さ
き
を
神
社
の

中
に
練
り
こ
み
、
奉

納
す
る
様
は
圧
巻
で

し
た
。

   

御
酒
部
神
社
の

     

浦
安
の
舞
の
奉
納

秋まつり

中村神社「奉納相撲」役相撲（大関・関脇・
小結）が終わり、神前に向かって挨拶。富く
じや、各常会でおでんや焼き鳥等の出店を持
ち回りでしている。花火もあります。

西條神社　豊栄の舞の奉納　西条　若連の
女獅子の舞の奉納
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筑北小学校　スローガン

夢にむかって一歩ずつ
めざせ自分の金メダル

坂
井
小
学
校

　ス
ロ
ー
ガ
ン

輝
け
48
人

全
力
をつく
し
て

　  や
り
き
ろ
う

運

動

会

うんどうかい　がんばったよ！
10 月１日（土）　筑北ひまわり保育園、坂井保育園で運動会が行
われました。あいにくのお天気でしたが、子どもたちは元気いっ
ぱい！がんばりました。

おじいちゃん、おばあちゃん、
おきゃくさんも、みんながんばれ！

どっちが勝ったかな？

よさこい
ソーラン♪
どっこいしょ
どっこいしょ

きまったね！

たくさん練習して、
竹馬も跳び箱もでき
るようになったよ！
すごいでしょ！



子育て支援センターだより
☎　２２－６６－２９７５
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木の葉がヒラヒラと風に乗り舞っていま
す。吹く風が冷たく、秋の終わりを告げ冬
に向かい始めました。

季節の変わり目は体調を崩しやすいで
す。これから風邪や感染症などの病気が流
行します。健康管理に気を付け元気に冬を
迎えましょう。子育て支援センターでは、
季節にマッチした制作や遊びを計画してい
ますので、いつでもお出かけください。

～冬が近づいてきました～

11月から1月の行事予定
＜時間正確に集合してください＞

11月
日にち 内 容
1 日（火） おさがり会
2 日（水） 保育園開放日（坂井）
9 日（水） どんぐりくらぶ

15 日（火） キッズビクス
16 日（水） やきいも会
19 日（土） 保育園開放日

（筑北ひまわり）
28 日（月） ベビーマッサージ
30 日（水） 英語であそぼう

12月
日にち 内 容
2 日（金） 運動あそび
7 日（水） 誕生会（11・12月）

10 日（土） クリスマスお楽しみ会
（坂井児童館）

14 日（水） 保育園開放日
（筑北ひまわり）

19 日（月） ベビーマッサージ
21 日（水） クリスマス会

H29年 1月
日にち 内 容

11 日（水） 英語であそぼう
16 日（月） ベビーマッサージ
18 日（水） 誕生会（1・2月）
24 日（火） 保育園開放日（坂井）
25 日（水） どんぐりクラブ
31 日（火） キッズビクス

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、着替え、お手ふき、ティッシュ、ごみ袋など各自必要な物
※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

あそびに
来る方へ

　子どもに関する心配事を誰かに相談したい、話を聞いてほしいなど、お悩み等がありま
したら、いつでも遠慮なくご相談ください。子ども相談室（67-1020）もご利用下さい。

※詳しくは「にじいろカレンダー」をご確認ください。平日 11時からは読み聞かせ等行っています。

「ハロウィン」
〜異国の文化にふれ合い〜

おさがり会

「英語であそぼう」でハロウィ
ンに触れた遊びや、読み聞か
せをしてもらいました。
10 月 26 日の子育て支援セン
ターのハロウィン会では、親
子で作った赤いマントを着て、
筑北村役場を訪問しました。
異国の文化に触れ合い、ハロ
ウィンを楽しみました。

 10 月３日～７日まで、子育て支援センターと「くるくる
リユース」（ママ応援サークルくるくる）の共催でおさが
り会を行いました。村内外から 60 ～ 70 人の人達が見に

来てくれました。まだまだたくさん
の服があるので、乳児健診の際並
べる予定です。

　 

子
ど
も
教
室

　「
観
劇
会
」

 

わ
く

  

わ
く

  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

  

行
事
の
中
か
ら

子
ど
も
相
談
室
よ
り

①
子
育
て
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ス

～
仲
間
と
共
に
、笑
顔
で
・
ふ
れ
愛
・

学
び
愛
・
子
育
て
し
ま
せ
ん
か
～

○
平
成
29
年
１
月
17
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～

会 

場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

講 

師
：
犬
飼
己
起
子
先
生

（
松
本
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
教
授
）

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
遊
び
を
通
し

て
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
し
、
人
や

子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
を
体
験
学

習
す
る
楽
し
い
講
習
会
で
す
。
松
本

大
学
の
学
生
さ
ん
と
も
一
緒
に
遊
び
ま

す
。
お
気
軽
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

参
加
費
：
村
内
在
住
の
方
は
無
料
。

　
　
　

  

村
外
の
方
は
５
百
円
。

②
親
の
勉
強
会

○
12
月
17
日
（
土
）
19
時
～

会 

場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

講 

師
：
新
保
文
彦
氏
（
松
本
圏
域
障

碍
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

発
達
障
が
い
サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

子
ど
も
さ
ん
が
学
校
等
の
特
別

支
援
学
級
等
に
通
っ
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
と
関
心
の
あ
る
方
を
対
象

に
行
い
ま
す
。お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。「
お
子
さ

ん
の
未
来
を
見
据
え
て
考
え
ま
し
ょ

う
、
発
達
障
害
の
こ
と
」

※
参
加
は
お
父
さ
ん
に
限
定
し
た
企
画

③
発
達
障
が
い
を
理
解
す
る
講
座

○
11
月
30
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～

会 

場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

発
達
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
者
で
味

方
に
な
っ
て
く
れ
る
方
を
要
請
す
る
講

座
で
す
。
参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
66
‐
２
９
７
５

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

きれいな
マントになったね

展示されたリユース品

お菓子をどうぞ！
　　　By 関川村長

子どもは村の宝
元気に育ってください。
はい、チーズ!!まだまだ使えます。

貰ってください！

10
月
４
日
、
第
３
回
の
「
わ
く
わ

く
子
ど
も
教
室
」
で
は
、
図
書
館
と

共
催
で
『
観
劇
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

人
形
劇
団
「
だ
ぶ
だ
ぶ
」
さ
ん
に

よ
り
「
昔
話
さ
る
じ
ぞ
う
」「
魔
女

に
な
り
た
り
た
が
り
や
の
小
さ
な
ネ

ズ
ミ
」
が
上
演
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
物
語
の
世
界
に
入
り
込
み
夢
中
に

な
っ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

生
の
人
形
劇
を
見
て
、
昔
話
な
ど

の
物
語
に
触
れ
る
体
験
を
通
じ
て
、

豊
か
な
心
が
育
っ
て
い
く
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

劇団「だぶだぶ」さんと、はいチーズ

児
童
ク
ラ
ブ
交
流
会

筑
北
小
学
校
、
坂
井
小
学
校
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

交
流
会
は
、
と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ
の

学
童
室
を
会
場
に
、
い
つ
も
と
違
う

顔
ぶ
れ
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
こ

は
さ
す
が
筑
北
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
体
育

館
を
駆
け
回
っ
た
り
と
皆
が
そ
れ
ぞ

れ
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

集
団
活
動
で
は
「
フ
リ
ス
ビ
ー

ド
ッ
ジ
」
を
行
い
、
６
つ
の
フ
リ
ス

ビ
ー
が
飛
び
交
う
コ
ー
ト
の
中
を
、

う
ま
く
よ
け
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
し
た

り
、
狙
っ
た
お
友
達
に
う
ま
く
飛
ん

で
い
か
な
い
な
ど
、
と
て
も
白
熱
し

た
試
合
に
な
り
ま
し
た
。

お友達と一緒に楽しいお弁当

初期消火訓練

消防車にのったよ

リース作り①

リース作り②

☆
親
子
で
自
然
物
を
使
い
リ
ー
ス
作

り
を
し
ま
し
た
。
リ
ー
ス
は
文
化

祭
に
出
展
し
ま
し
た
。

☆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
避
難
訓
練

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
の
お
知
ら
せ
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り
『ひとさじのはちみつ　自然がくれた家庭医薬品の知恵』　前田京子 著

はちみつを常備するのは、家にちょっとした薬局があるに等しい。軟膏と絆創
膏、目薬、歯磨き、胃薬、風邪薬、手作りイオン水、非常食…。はちみつの新し
い使い方を、その薬効とともに、楽しく具体的に紹介します。知らなかったはち
みつの世界がここに！

すっかり行事として定着したハロウィンですが、図書館でも飾り

付けをしました。入口で目を引く怪しげな人形…。「こわーい」とお

びえる子どもさんも多く、物静かな迫力があったようです。

『信州の民話伝説集成　
　東・北・中・南信編　全四巻』

筑北村図書館所蔵の一押し
本を紹介します。

記録を保存活用し、未来に伝
える図書館の重要な観点から、

このシリーズをお勧めします。
地域社会に生きる私たちは、自らも、子ども

たちにも地域社会に愛着を持って生活していか
ないと、やがては地域の滅亡を体験することに
なります。信州のそこここの民話や伝説を様々
な研究団体の成果をも踏まえてその道の権威が
十年前に網羅編集したものです。

まず、おとなが熟読して味わって欲しいと思
います。次に子どもたちに話してあげてほしい
と思います。大変読みやすくできています。ご
先祖様からのつながりが見えてきたら幸いで
す。是非一読を。

『くらげのりょかん』
 やぎたみこ作・絵

きのこ狩りの途中で道に迷っ
た、たけちゃんとおじいちゃん。
山の中で旅館を見つけました。な

んだか奇妙なその旅館は、実は宇宙からやってき
た宇宙クラゲの旅館だったのです。温泉やごちそ
うなど、宇宙クラゲたちの精一杯のおもてなし。
こんな旅館があったら一度行ってみたいです。

『新幹線お掃除の天使たち 
　｢世界一の現場力｣は
　どう生まれたか？』　遠藤巧 著

停車中のたった７分間で新幹線をピ
カピカにする。｢お掃除の天使たち｣ と
まで呼ばれるようになった新幹線の車

両清掃会社、通称テッセイで働く人たちの心温まる素
敵な話。普通の清掃会社にすぎなかったテッセイがど
のような取り組みによって ｢世界一の現場力｣ と評価
される会社へ変わったのか？とても感動する本です。

『あらすじで読む　歌舞伎50選』
 利根川裕 著

いつか、歌舞伎を生で観に行
きたい！という希望をこめて選び
ました。

この本は、私のようなはじめ
ての人に贈る歌伎入門です。上演頻度の高い 50
演目を選び、近年の舞台で名演技を見せた役者
とその演技、観どころ、あらすじなどを、写真と
ともにわかりやすく紹介されています。

『暗幕のゲルニカ』 
 原田マハ 著

第 155 回直木賞候補になっ
た作品です。ピカソの傑作「暗
幕のゲルニカ」をめぐり過去・
現代が交差して同時進行で進

んでいきます。美術や歴史、政治など…盛り
だくさんの内容です。最後にすべてがつなが
る展開まで読み応えがあります。ぜひ、読書
の秋に読んで欲しい一冊です。

読書月間中、みなさんの「おすすめ」の一冊を紹介するコーナーを設けました。おもしろかった本、

紹介したい本がありましたら館内にあります用紙に記入して下さい。ご参加お待ちしています！

11 月３日に初めて行われました「としょかんまつり」は大盛況で終えることができました。あ

りがとうございました。今後も筑北村図書館が地域の拠点となるよう頑張って行きたいと思います。

雑誌リサイクル

おはなし会
映画

くるみ割り人形

藤森敬一さん
ミニライブ

【問 合 せ】　筑北村図書館　電話：66-1115（22 電話は使えません。）　FAX：66-3656

新筑北村図書館に移転してから、早いもので半年の月日が流れました。だんだんと寒くなり、

冬の足音が聞こえ始めています。みなさんも体調には気を付けてお過ごしください。

魔女の様にも見えますが、男性の様
にも見える謎の人形。山崎館長がご
自宅から持ってきてくれました。


